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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現在ブロックのオフセットパラメータが左側ブロックのオフセットパラメータによって
決定されるか否かを示す左側オフセット併合情報を、ビットストリームから獲得する段階
と、
　前記左側オフセット併合情報によって前記現在ブロックのオフセットパラメータが前記
左側ブロックのオフセットパラメータから決定される場合、前記左側ブロックのルマ成分
のオフセットタイプを用いて前記現在ブロックのルマ成分のオフセットタイプを決定し、
前記左側ブロックのクロマ成分のオフセットタイプを用いて前記現在ブロックのクロマ成
分のオフセットタイプを決定する段階と、
　前記左側オフセット併合情報によって前記現在ブロックのオフセットパラメータが前記
左側ブロックのオフセットパラメータから決定されない場合、前記現在ブロックのオフセ
ットパラメータがアッパーブロックのオフセットパラメータによって決定されるか否かを
示すアッパーオフセット併合情報を前記ビットストリームから獲得する段階と、
　前記アッパーオフセット併合情報によって前記現在ブロックのオフセットパラメータが
前記アッパーブロックのオフセットパラメータから 決定される場合、前記アッパーブロ
ックのルマ成分のオフセット タイプを用いて前記現在ブロックのルマ成分のオフセット
タイプを決定し、アッパーブロックのクロマ 成分のオフセットタイプを用いて前記現在
ブロックのクロマ成分のオフセットタイプを決定する段階と、
　前記アッパーオフセット併合情報によって前記現在ブロックのオフセットパラメータが
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前記アッパーブロックのオフセットパラメータから決定されない場合、前記現在ブロック
のルマ成分のオフセットタイプ情報と前記現在ブロックのクロマ成分のオフセットタイプ
情報を前記ビットストリームから獲得する段階と、
　前記現在ブロックのオフセット値を用いて、前記現在ブロックのサンプル値を補償する
段階を含み、
　前記オフセットパラメータは、前記オフセットタイプ情報と前記オフセット値のうち一
つ以上を含み、
　前記オフセットタイプ情報は、オフセットの適用如何または前記オフセットタイプを示
し、前記オフセットタイプはバンドオフセットタイプ及びエッジオフセットタイプのうち
一つを示すことを特徴とするビデオ復号化方法。
【請求項２】
　前記左側オフセット併合情報が、前記現在ブロックのオフセットパラメータが前記左側
ブロックのオフセットパラメータによって決定されることを示す場合、前記ビットストリ
ームから前記現在ブロックのオフセットパラメータを獲得しないことを特徴とする請求項
１に記載のビデオ復号化方法。
【請求項３】
　前記左側オフセット併合情報によって前記現在ブロックのオフセットパラメータが前記
左側ブロックのオフセットパラメータから決定される場合、前記左側ブロックのオフセッ
ト値を用いて前記現在ブロックのオフセット値が決定され、
　前記アッパーオフセット併合情報によって前記現在ブロックのオフセットパラメータが
前記アッパーブロックのオフセットパラメータから決定される場合、前記アッパーブロッ
クのオフセット値を用いて前記現在ブロックのオフセット値が決定されることを特徴とす
る請求項１に記載のビデオ復号化方法。
【請求項４】
　ビデオ復号化装置において、
　現在ブロックのオフセットパラメータが左側ブロックのオフセットパラメータによって
決定されるか否かを示す左側オフセット併合情報を、ビットストリームから獲得し、前記
現在ブロックのオフセット値を用いて、前記現在ブロックのサンプル値を補償するプロセ
ッサを含み、
　前記左側オフセット併合情報によって前記現在ブロックのオフセットパラメータが前記
左側ブロックのオフセットパラメータから 決定される場合、前記プロセッサは、前記左
側ブロックのルマ成分のオフセットタイプを用いて前記現在ブロックのルマ成分のオフセ
ットタイプを決定し、前記左側ブロックのクロマ成分のオフセットタイプを用いて前記現
在ブロックのクロマ成分のオフセットタイプを決定し、
　前記左側オフセット併合情報によって前記現在ブロックのオフセットパラメータが前記
左側ブロックのオフセットパラメータから決定されない場合、前記プロセッサは、前記現
在ブロックのオフセットパラメータがアッパーブロックのオフセットパラメータによって
決定されるか否かを示すアッパーオフセット併合情報を前記ビットストリームから獲得し
、
　前記アッパーオフセット併合情報によって前記現在ブロックのオフセットパラメータが
前記アッパーブロックの オフセットパラメータから決定される場合、前記プロセッサは
、前記アッパーブロックのルマ成分のオフセットタイプを用いて前記現在ブロックのルマ
成分のオフセットタイプを決定し、アッパーブロックのクロマ成分のオフセットタイプを
用いて前記現在ブロックのクロマ成分のオフセットタイプを決定し、
　前記アッパーオフセット併合情報によって前記現在ブロックのオフセットパラメータが
前記アッパーブロックのオフセットパラメータから決定されない場合、前記プロセッサは
、前記現在ブロックのルマ成分のオフセットタイプ情報と前記現在ブロックのクロマ成分
のオフセットタイプ情報を前記ビットストリームから獲得し、
　前記オフセットパラメータは、前記オフセットタイプ情報と前記オフセット値のうち一
つ以上を含み、



(3) JP 5893754 B2 2016.3.23

10

20

30

40

50

　前記オフセットタイプ情報は、オフセットの適用何如または前記オフセットタイプを示
し、前記オフセットタイプはバンドオフセットタイプ及びエッジオフセットタイプのうち
一つを示すことを特徴とするビデオ復号化装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原本映像と復元映像との誤差を最小化するためのビデオ符号化及びビデオ復
号化に関する。
【背景技術】
【０００２】
　高解像度または高画質のビデオコンテンツを再生、保存することができるハードウェア
の開発及び普及により、高解像度または高画質のビデオコンテンツを効果的に符号化した
り復号化したりするビデオコーデックの必要性が増大している。既存のビデオコーデック
によれば、ビデオは、所定サイズのマクロブロックに基づいて、制限された符号化方式に
よって符号化されている。
【０００３】
　周波数変換を利用して、空間領域の映像データは、周波数領域の係数に変換される。ビ
デオコーデックは、周波数変換の早い演算のために映像を所定サイズのブロックで分割し
て、ブロックごとにＤＣＴ（discrete　cosine　transformation）変換を行い、ブロック
単位の周波数係数を符号化する。空間領域の映像データに比べ、周波数領域の係数の方が
、圧縮しやすい形態を有する。特に、ビデオコーデックのインター予測またはイントラ予
測を介して、空間領域の映像画素値は、予測誤差で表現されるので、予測誤差に対して周
波数変換が行われれば、多くのデータが０に変換される。ビデオコーデックは、連続して
反復的に発生するデータを、小サイズのデータに置き換えることにより、データ量を節減
している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、原本映像との誤差が最小化される復元映像を生成するためのビデオ符号化方
法及びその装置、並びにビデオ復号化方法及びその装置を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一実施形態により、ビデオ符号化によるオフセットを調整する方法は、ビデオ
の最大符号化単位のうち、現在最大符号化単位から分割されたツリー構造の符号化単位に
基づいて、前記現在最大符号化単位を符号化する段階と、前記現在最大符号化単位のピク
セル値分類方式がエッジタイプであるか、あるいはバンドタイプであるかということを示
すオフセットタイプ、前記エッジタイプによるエッジ方向、または前記バンドタイプによ
るバンド範囲を示すオフセットクラス、及び前記オフセットクラスに含まれる復元ピクセ
ルと原本ピクセルとの差値を示すオフセット値を含む前記現在最大符号化単位の第１オフ
セットパラメータを決定する段階と、前記現在最大符号化単位の左側または上端の最大符
号化単位の第２オフセットパラメータと、前記第１オフセットパラメータとの同一性に基
づいて、前記第１オフセットパラメータとして、前記第２オフセットパラメータを採択す
るか否かということを示す前記現在最大符号化単位のオフセット併合情報を出力する段階
と、を含む。前記オフセット調整方法は、前記第１オフセットパラメータとして、前記第
２オフセットパラメータを採択しない場合、前記現在最大符号化単位のオフセット併合情
報に続き、前記オフセットタイプ、前記オフセット値及び前記オフセットクラスを含む第
１オフセットパラメータを出力する段階をさらに含む。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の多様な実施形態によるオフセット調整（sample　adaptive　offset）技法を利
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用するビデオ符号化装置及びビデオ復号化装置は、最大符号化単位ごとに、エッジタイプ
またはバンドタイプのような映像特性によってピクセル値を分類し、同一特性として分類
されたピクセル値の平均誤差値であるオフセット値を、最大符号化単位ごとにシグナリン
グし、復元ピクセルのうち予想できないピクセル値を、オフセット値ほど調整することに
より、原本映像と復元映像との誤差を最小化することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１Ａ】一実施形態によるビデオ符号化装置のブロック図である。
【図１Ｂ】一実施形態によるビデオ符号化装置のオフセット調整方法のフローチャートで
ある。
【図２Ａ】一実施形態によるビデオ復号化装置のブロック図である。
【図２Ｂ】一実施形態によるビデオ復号化装置のオフセット調整方法のフローチャートで
ある。
【図３】他の実施形態によるビデオ復号化装置のブロック図である。
【図４】一実施形態によるエッジタイプのエッジクラスを図示する図面である。
【図５Ａ】一実施形態によるエッジタイプのカテゴリーを図示する図面である。
【図５Ｂ】一実施形態によるエッジタイプのカテゴリーを図示する図面である。
【図６】一実施形態による、オフセットパラメータを併合するために参照される隣接最大
符号化単位を図示する図面である。
【図７】一実施形態によるオフセットパラメータのパージング過程のフローチャートであ
る。
【図８】一実施形態による、ツリー構造による符号化単位に基づいたビデオ符号化装置の
ブロック図である。
【図９】一実施形態による、ツリー構造による符号化単位に基づいたビデオ復号化装置の
ブロック図である。
【図１０】本発明の一実施形態による符号化単位の概念を図示する図面である。
【図１１】本発明の一実施形態による、符号化単位に基づいた映像符号化部のブロック図
である。
【図１２】本発明の一実施形態による、符号化単位に基づいた映像復号化部のブロック図
である。
【図１３】本発明の一実施形態による、深度別符号化単位及びパーティションを図示する
図面である。
【図１４】本発明の一実施形態による、符号化単位及び変換単位の関係を図示する図面で
ある。
【図１５】本発明の一実施形態による深度別符号化情報を図示する図面である。
【図１６】本発明の一実施形態による深度別符号化単位を図示する図面である。
【図１７】本発明の一実施形態による、符号化単位、予測単位及び変換単位の関係を図示
する図面である。
【図１８】本発明の一実施形態による、符号化単位、予測単位及び変換単位の関係を図示
する図面である。
【図１９】本発明の一実施形態による、符号化単位、予測単位及び変換単位の関係を図示
する図面である。
【図２０】表１の符号化モード情報による、符号化単位、予測単位及び変換単位の関係を
図示する図面である。
【図２１】一実施形態による、プログラムが保存されたディスクの物理的構造を例示する
図面である。
【図２２】ディスクを利用してプログラムを記録して読み取るためのディスクドライブを
図示する図面である。
【図２３】コンテンツ流通サービス（content　distribution　service）を提供するため
のコンテンツ供給システム（content　supply　system）の全体的構造を図示する図面で
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ある。
【図２４】一実施形態による、本発明のビデオ符号化方法及びビデオ復号化方法が適用さ
れる携帯電話の外部構造を図示する図面である。
【図２５】一実施形態による、本発明のビデオ符号化方法及びビデオ復号化方法が適用さ
れる携帯電話の内部構造を図示する図面である。
【図２６】本発明による通信システムが適用されたデジタル放送システムを図示する図面
である。
【図２７】本発明の一実施形態による、ビデオ符号化装置及びビデオ復号化装置を利用す
るクラウドコンピューティング・システムのネットワーク構造を図示する図面である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の一実施形態によって、ビデオ符号化によるオフセットを調整する方法は、ビデ
オの最大符号化単位のうち、現在最大符号化単位から分割されたツリー構造の符号化単位
に基づいて、前記現在最大符号化単位を符号化する段階と、前記現在最大符号化単位のピ
クセル値分類方式がエッジタイプであるか、あるいはバンドタイプであるかということを
示すオフセットタイプ、前記エッジタイプによるエッジ方向、または前記バンドタイプに
よるバンド範囲を示すオフセットクラス、及び前記オフセットクラスに含まれる復元ピク
セルと原本ピクセルとの差値を示すオフセット値を含む前記現在最大符号化単位の第１オ
フセットパラメータを決定する段階と、前記現在最大符号化単位の左側または上端の最大
符号化単位の第２オフセットパラメータと、前記第１オフセットパラメータとの同一性に
基づいて、前記第１オフセットパラメータとして、前記第２オフセットパラメータを採択
するか否かということを示す前記現在最大符号化単位のオフセット併合情報を出力する段
階と、を含む。前記オフセット調整方法は、前記第１オフセットパラメータとして、前記
第２オフセットパラメータを採択しない場合、前記現在最大符号化単位のオフセット併合
情報に続き、前記オフセットタイプ、前記オフセット値及び前記オフセットクラスを含む
第１オフセットパラメータを出力する段階をさらに含む。
【０００９】
　一実施形態による第１オフセットパラメータを出力する段階は、前記オフセットタイプ
として、前記現在最大符号化単位に、オフセット調整技法が適用されるか否かということ
を示すオフ（Off）タイプを出力する段階を含み、前記現在最大符号化単位に、前記オフ
セット調整技法が適用されるならば、前記現在最大符号化単位の残りのオフセットパラメ
ータを出力する段階をさらに含んでもよい。
【００１０】
　一実施形態による前記第１オフセットパラメータを出力する段階は、所定個数のカテゴ
リー別に対応するオフセット値を出力する段階を含み、前記オフセット値は、それぞれ既
設定の最小値より大きいか、あるいはそれと同じであり、既設定の最大値より小さいか、
あるいはそれと同じである。
【００１１】
　一実施形態による前記第１オフセットパラメータを出力する段階は、前記エッジタイプ
を示すオフセットタイプ情報を出力する場合、前記現在最大符号化単位内に含まれた現在
復元ピクセルと、隣接復元ピクセルとが構成するエッジの方向により、０゜、９０゜、４
５゜または１３５゜の方向を示す前記オフセットクラスを出力する段階を含んでもよい。
【００１２】
　一実施形態による前記第１オフセットパラメータを出力する段階は、前記バンドタイプ
を示すオフセットタイプ情報を出力する場合、ピクセル値の全範囲を分割した多数のバン
ドのうち、前記復元ピクセルのピクセル値が属するバンドの位置を示す前記オフセットク
ラスを出力する段階を含んでもよい。
【００１３】
　一実施形態による前記第１オフセットパラメータを出力する段階は、前記バンドタイプ
を示すオフセットタイプ情報を出力する場合、前記オフセット値として、前記オフセット
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値が０であるか否かということを示すゼロ値情報を出力する段階をさらに含み、前記オフ
セット値が０ではないならば、前記ゼロ値情報に続き、前記オフセット値が正数であるか
、あるいは負数であるかということを示す符号情報、及び残りのオフセット値を出力する
段階をさらに含んでもよい。
【００１４】
　一実施形態による前記第１オフセットパラメータを出力する段階は、前記エッジタイプ
を示すオフセットタイプ情報を出力する場合、前記オフセット値が０であるか否かという
ことを示すゼロ値情報、及び残りのオフセット値を出力する段階をさらに含んでもよい。
【００１５】
　一実施形態による前記現在最大符号化単位のオフセット併合情報を出力する段階は、前
記左側または上端の最大符号化単位の第２オフセットパラメータが、前記第１オフセット
パラメータと同一であるならば、前記第１オフセットパラメータとして、前記第２オフセ
ットパラメータを採択することを示す前記オフセット併合情報のみを出力し、前記現在最
大符号化単位の第１オフセットパラメータを出力しない段階を含み、前記左側または上端
の最大符号化単位の第２オフセットパラメータが、前記第１オフセットパラメータと異な
るならば、前記第１オフセットパラメータとして、前記第２オフセットパラメータを採択
しないことを示す前記オフセット併合情報を出力する段階を含んでもよい。
【００１６】
　一実施形態により、前記現在最大符号化単位のルマ成分のオフセットパラメータ、第１
クロマ成分のオフセットパラメータ、及び第２クロマ成分のオフセットパラメータについ
て、共同のオフセット併合情報が適用されもする。
【００１７】
　一実施形態により、前記現在最大符号化単位の第１クロマ成分のオフセットパラメータ
、及び第２クロマ成分のオフセットパラメータは、共通のオフセットタイプを有すること
ができる。
【００１８】
　本発明の一実施形態によって、ビデオ復号化のためにオフセットを調整する方法は、受
信したビットストリームから、ビデオの最大符号化単位のうち、現在最大符号化単位の第
１オフセットパラメータとして、前記現在最大符号化単位の左側または上端の最大符号化
単位の第２オフセットパラメータを採択するか否かということを示す前記現在最大符号化
単位のオフセット併合情報を抽出する段階と、前記オフセット併合情報に基づいて、前記
現在最大符号化単位のオフセットタイプ、オフセット値及びオフセットクラスを含む前記
第１オフセットパラメータを復元する段階と、前記オフセットタイプに基づいて、前記現
在最大符号化単位のピクセル値分類方式がエッジタイプであるか、あるいはバンドタイプ
であるかということを決定する段階と、前記オフセットクラスに基づいて、前記エッジタ
イプによるエッジ方向、または前記バンドタイプによるバンド範囲を決定する段階と、前
記オフセット値に基づいて、前記オフセットクラスに含まれる復元ピクセルと原本ピクセ
ルとの差値を決定する段階と、前記現在最大符号化単位から分割されたツリー構造の符号
化単位に基づいて、復元された復元ピクセルのピクセル値を前記差値ほど調整する段階と
、を含む。
【００１９】
　一実施形態による、前記エッジタイプであるか、あるいはバンドタイプであるかという
ことを決定する段階は、前記オフセットタイプに基づいて、前記現在最大符号化単位に、
オフセット調整技法が適用されるか否かということを示すオフタイプを抽出する段階と、
前記抽出されたオフタイプに基づいて、前記最大符号化単位に、前記オフセット調整技法
が適用されるならば、残りのオフセットパラメータを抽出する段階と、をさらに含んでも
よい。
【００２０】
　一実施形態による前記第１オフセット値を決定する段階は、所定個数のカテゴリーに対
応するオフセット値を決定する段階を含み、前記オフセット値は、既設定の最小値より大
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きいか、あるいはそれと同じであり、既設定の最大値より小さいか、あるいはそれと同じ
である。
【００２１】
　一実施形態による前記エッジ方向またはバンド範囲を決定する段階は、前記オフセット
タイプ情報が前記エッジタイプを示す場合、前記復元されたオフセットクラスに基づいて
、前記現在最大符号化単位内に含まれた現在復元ピクセルと、隣接復元ピクセルとが構成
するエッジの方向を、０゜、９０゜、４５゜または１３５゜のうちいずれか一つに決定す
る段階を含んでもよい。
【００２２】
　一実施形態による前記エッジ方向またはバンド範囲を決定する段階は、前記オフセット
タイプ情報が前記バンドタイプを示す場合、前記復元されたオフセットクラスに基づいて
、ピクセル値の全範囲を分割した多数のバンドのうち、前記復元ピクセルのピクセル値が
属するバンドの位置を決定する段階を含んでもよい。
【００２３】
　一実施形態による前記差値を決定する段階は、前記オフセットタイプ情報が前記バンド
タイプを示す場合、前記復元されたオフセット値のうちゼロ値情報に基づいて、前記オフ
セット値が０であるか否かということを決定する段階をさらに含み、前記ゼロ値情報に基
づいて、前記オフセット値が０ではないならば、前記復元されたオフセット値のうち前記
ゼロ値情報に続く符号情報に基づいて、前記オフセット値が正数であるか、あるいは負数
であるかということを決定し、前記符号情報に続く残りのオフセット値を復元する段階を
さらに含んでもよい。
【００２４】
　一実施形態による、前記差値を決定する段階は、前記オフセットタイプ情報が前記エッ
ジタイプを示す場合、前記復元されたオフセット値のうちゼロ値情報に基づいて、前記オ
フセット値が０であるか否かということを決定する段階をさらに含み、前記ゼロ値情報に
基づいて、前記オフセット値が０ではないならば、前記復元されたオフセット値のうち前
記ゼロ値情報に続く残りのオフセット値を復元する段階をさらに含んでもよい。
【００２５】
　一実施形態による前記第１オフセットパラメータを復元する段階は、前記オフセット併
合情報に基づいて、前記第１オフセットパラメータとして、前記左側または上端の最大符
号化単位の第２オフセットパラメータを採択する場合、前記現在最大符号化単位の第１オ
フセットパラメータを抽出せず、前記第２オフセットパラメータと同一である前記第１オ
フセットパラメータを復元する段階を含み、前記オフセット併合情報に基づいて、前記第
１オフセットパラメータとして、前記左側または上端の最大符号化単位の第２オフセット
パラメータを採択しない場合、前記ビットストリームから、前記オフセット併合情報に続
く前記第１オフセットパラメータを抽出して復元する段階を含む段階を含んでもよい。
【００２６】
　一実施形態による前記第１オフセットパラメータを復元する段階は、前記現在最大符号
化単位の共通のオフセット併合情報を利用して、ルマ成分のオフセットパラメータ、第１
クロマ成分のオフセットパラメータ、及び第２クロマ成分のオフセットパラメータを復元
する段階を含んでもよい。
【００２７】
　一実施形態による前記第１オフセットパラメータを復元する段階は、前記現在最大符号
化単位の第１クロマ成分及び第２クロマ成分の共通のオフセットタイプを復元する段階を
含んでもよい。
【００２８】
　本発明の一実施形態による、オフセットを調整するビデオ符号化装置は、ビデオの最大
符号化単位のうち、現在最大符号化単位から分割されたツリー構造の符号化単位に基づい
て、前記現在最大符号化単位を符号化する符号化部；前記現在最大符号化単位のピクセル
値分類方式がエッジタイプであるか、あるいはバンドタイプであるかということを示すオ
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フセットタイプ、前記エッジタイプによるエッジ方向、または前記バンドタイプによるバ
ンド範囲を示すオフセットクラス、及び前記オフセットクラスに含まれる復元ピクセルと
原本ピクセルとの差値を示すオフセット値を含む前記現在最大符号化単位の第１オフセッ
トパラメータを決定するオフセットパラメータ決定部；及び前記現在最大符号化単位の左
側または上端の最大符号化単位の第２オフセットパラメータと、前記第１オフセットパラ
メータとの同一性に基づいて、前記第１オフセットパラメータとして、前記第２オフセッ
トパラメータを採択するか否かということを示す前記現在最大符号化単位のオフセット併
合情報を出力するオフセットパラメータ出力部；を含む。前記オフセットパラメータ出力
部は、前記第１オフセットパラメータとして、前記第２オフセットパラメータを採択しな
い場合、前記現在最大符号化単位のオフセット併合情報に続き、前記オフセットタイプ、
前記オフセット値及び前記オフセットクラスを含む第１オフセットパラメータを出力する
。
【００２９】
　本発明の一実施形態による、オフセットを調整するビデオ復号化装置は、受信したビッ
トストリームから、ビデオの最大符号化単位のうち、現在最大符号化単位の第１オフセッ
トパラメータとして、前記現在最大符号化単位の左側または上端の最大符号化単位の第２
オフセットパラメータを採択するか否かということを示す前記現在最大符号化単位のオフ
セット併合情報を抽出し、前記オフセット併合情報に基づいて、前記現在最大符号化単位
のオフセットタイプ、オフセット値及びオフセットクラスを含む前記第１オフセットパラ
メータを復元するオフセットパラメータ抽出部；前記オフセットタイプに基づいて、前記
現在最大符号化単位のピクセル値分類方式がエッジタイプであるか、あるいはバンドタイ
プであるかということを決定し、前記オフセットクラスに基づいて、前記エッジタイプに
よるエッジ方向、または前記バンドタイプによるバンド範囲を決定し、前記オフセット値
に基づいて、前記オフセットクラスに含まれる復元ピクセルと原本ピクセルとの差値を決
定するオフセット決定部；及び前記現在最大符号化単位から分割されたツリー構造の符号
化単位に基づいて、復元された復元ピクセルのピクセル値を前記差値ほど調整するオフセ
ット調整部；を含む。
【００３０】
　本発明は、一実施形態によるビデオ符号化によるオフセット調整方法を電算的に具現す
るためのプログラムが記録されたコンピュータで読取り可能な記録媒体を含む。
【００３１】
　本発明は、一実施形態によるビデオ復号化のためのオフセット調整方法を電算的に具現
するためのプログラムが記録されたコンピュータで読取り可能な記録媒体を含む。
【００３２】
　以下、図１Ａないし図７を参照し、一実施形態による、ピクセル分類によるオフセット
調整技法を利用するビデオ符号化技法及びビデオ復号化技法について開示する。また、図
１Ａないし図２０を参照し、一実施形態によるツリー構造の符号化単位に基づいたビデオ
符号化技法及びビデオ復号化技法で、ピクセル分類によるオフセット調整が利用される実
施形態について開示する。以下、「映像」は、ビデオの静止映像や動画、すなわち、ビデ
オそれ自体を示すことができる。
【００３３】
　まず、図１Ａないし図７を参照し、一実施形態による、ピクセル分類によるオフセット
調整を利用するビデオ符号化技法及びビデオ復号化技法について開示する。
【００３４】
　図１Ａ及び図１Ｂは、一実施形態によるビデオ符号化装置１０のブロック図と、ビデオ
符号化装置のオフセット調整方法１１のフローチャートと、を図示している。
【００３５】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、ＬＣＵ（largest　coding　unit）符号化
部１２、オフセットパラメータ決定部１４及びオフセットパラメータ符号化部１６を含む
。
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【００３６】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、ビデオの映像を入力され、それぞれの映像
をブロックに区画し、ブロック別に符号化する。ブロックのタイプは、正方形または長方
形でもあり、任意の幾何学的形態でもある。一定サイズのデータ単位に制限されるもので
はない。一実施形態によるブロックは、ツリー構造による符号化単位のうちでは、最大符
号化単位（ＬＣＵ：largest　coding　unit）、符号化単位（ＣＵ：coding　unit）など
でもある。ツリー構造による符号化単位に基づいたビデオ符号化／復号化方式については
、図１Ａないし図２０を参照して後述する。
【００３７】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、ビデオの映像を入力され、それぞれの映像
を最大符号化単位に区画し、最大符号化単位ごとに、サンプルに対して、予測、変換、エ
ントロピー符号化を行って生成された結果データを、ビットストリームのタイプで出力す
ることができる。最大符号化単位のサンプルは、最大符号化単位に含まれたピクセルのピ
クセル値データでもある。
【００３８】
　一実施形態によるＬＣＵ符号化部１２は、ピクチャの最大符号化単位ごとに、符号化を
個別的に行うことができる。一実施形態によるＬＣＵ符号化部１２は、現在最大符号化単
位から分割されたツリー構造の符号化単位を基に、現在最大符号化単位を符号化すること
ができる。
【００３９】
　一実施形態によるＬＣＵ符号化部１２は、現在最大符号化単位の符号化のために、現在
符号化単位に含まれたツリー構造の符号化単位ごとに、イントラ予測、インター予測、変
換、量子化を行ってサンプルを符号化することができる。
【００４０】
　一実施形態によるＬＣＵ符号化部１２は、符号化されたサンプルに対して、さらにツリ
ー構造の符号化単位ごとに、逆量子化、逆変換、インター予測またはイントラ補償を介し
て復号化し、現在最大符号化単位に含まれたサンプルを復元することができる。
【００４１】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、現在最大符号化単位が符号化される前の原
本ピクセルと、さらに復号化した後の復元復元ピクセルとの誤差を最小化するために、原
本ピクセルと復元ピクセルとの差値を示すオフセット値を決定することができる。
【００４２】
　一実施形態によるオフセットパラメータ決定部１４は、最大符号化単位別オフセット値
を決定することができる。オフセット値、オフセットタイプ及びオフセットクラスを含む
オフセットパラメータも、最大符号化単位別に決定することができる。
【００４３】
　一実施形態によるオフセットパラメータ決定部１４は、現在最大符号化単位のピクセル
値分類方式により、オフセットタイプを決定することができる。一実施形態によるオフセ
ットタイプは、エッジタイプまたはバンドタイプとして決定される。現在ブロックのピク
セル値分類方式により、現在ブロックを、エッジタイプによってピクセルを分類するか、
あるいはバンド形態によってピクセルを分類するのが適するかということが決定される。
【００４４】
　一実施形態によるオフセットタイプがエッジタイプである場合、現在最大符号化単位の
復元ピクセルが隣接ピクセルと形成するエッジの方向及び形態により、復元ピクセルと原
本ピクセルとのオフセットが決定される。
【００４５】
　一実施形態によるオフセットタイプがバンドタイプである場合、現在最大符号化単位の
復元ピクセルのピクセル値の全範囲を分割した多数のバンドのうち、各バンドに属する復
元ピクセルと原本ピクセルとのオフセットが決定される。場合によって、バンドは、ピク
セル値の総範囲を均等な間隔に分割するか、あるいは非均等間隔に分割することもできる
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。
【００４６】
　従って、一実施形態によるオフセットパラメータ決定部１４は、現在最大符号化単位の
ピクセル値の空間的特性に基づいて、エッジタイプであるか、あるいはバンドタイプであ
るかということを示す現在最大符号化単位のオフセットタイプを決定することができる。
【００４７】
　一実施形態によるオフセットパラメータ決定部１４は、現在最大符号化単位のオフセッ
トタイプによって、復元ピクセルごとに、オフセットクラスを決定することができる。一
実施形態によるオフセットクラスは、エッジクラスまたはバンドクラスとして決定される
。
【００４８】
　エッジタイプの場合、一実施形態によるエッジクラスは、復元ピクセルが隣接ピクセル
と形成するエッジの方向を示すことができる。一実施形態によるエッジクラスは、０゜、
９０゜、４５゜または１３５゜のエッジ方向を示すことができる。
【００４９】
　一実施形態によるオフセットパラメータ決定部１４は、オフセットタイプがエッジタイ
プである場合、現在最大符号化単位の復元ピクセルごとに、エッジクラスを決定すること
ができる。
【００５０】
　バンドタイプの場合、一実施形態によるバンドクラスは、現在最大符号化単位のピクセ
ル値の総範囲が、所定個数の連続するピクセル値区間に分割されるとき、各ピクセル値区
間をバンドと称し、復元ピクセルのピクセル値が属するバンドを示すバンド位置を示すこ
とができる。
【００５１】
　例えば、一実施形態によるピクセル値が、８ビットであるサンプルの場合、ピクセル値
の総範囲は、０ないし２５５であり、ピクセル値は、総３２個のバンドに分割される。そ
の場合、総３２個のバンドのうち、復元ピクセルのピクセル値が属する所定個数のバンド
が決定される。一実施形態によるバンドクラスは、連続する所定個数のバンドの開始位置
を示し、最も先立つバンドの位置を、０ないし３１のバンドインデックスでもって表現す
ることもできる。
【００５２】
　エッジタイプの場合、現在最大符号化単位の復元ピクセルは、隣接ピクセルと形成する
エッジ形態により、所定個数のカテゴリーに分類される。例えば、凹状エッジ（concave
）の局部最低点（local　valley）、凹状エッジの曲線コーナー（corner）、凸状エッジ
（convex）の曲線コーナー、凸状エッジの局部最高点（local　peak）の４種エッジ形態
により、復元ピクセルが４個のカテゴリーに分類される。現在最大符号化単位の復元ピク
セルごとに、いずれの形態のエッジを形成するかということにより、４個のカテゴリーの
うち１つのカテゴリーに属すると決定される。
【００５３】
　バンドタイプの場合、現在最大符号化単位の復元ピクセルのピクセル値が属するバンド
位置により、所定個数のカテゴリーに分類される。例えば、バンドクラスが示すバンドの
開始位置から連続する４個のバンドのバンドインデックスにより、復元ピクセルが４個の
カテゴリーに分類される。現在最大符号化単位の復元ピクセルごとに、４個のバンドのう
ちいずれのバンドに属するかということにより、４個のカテゴリーのうち１つのカテゴリ
ーに属すると決定される。
【００５４】
　一実施形態によるオフセットパラメータ決定部１４は、現在最大符号化単位の復元ピク
セルごとに、カテゴリーを決定することができる。一実施形態によるオフセットパラメー
タ決定部１４は、現在符号化単位で、同一カテゴリーに属する復元ピクセルに対して、復
元ピクセルと原本ピクセルとの差値を利用して、オフセット値を決定することができる。
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各カテゴリーごとに、復元ピクセルと原本ピクセルとの差値の平均、すなわち、復元ピク
セルの平均誤差を、現在カテゴリーに対応するオフセット値として決定することができる
。一実施形態によるオフセットパラメータ決定部１４は、カテゴリーごとにオフセット値
を決定し、現在最大符号化単位のためのオフセット値として、全てのカテゴリーのオフセ
ット値を決定することができる。
【００５５】
　例えば、現在最大符号化単位のオフセットタイプがエッジタイプであり、エッジ形態に
より、復元ピクセルが４個のカテゴリーに分類されるか、あるいは現在最大符号化単位の
オフセットタイプがバンドタイプであり、連続する４個のバンドのインデックスにより、
復元ピクセルが４個のカテゴリーに分類される場合、一実施形態によるオフセットパラメ
ータ決定部１４は、４個のカテゴリーごとに、属する復元ピクセルと原本ピクセルとの平
均誤差を決定するので、４個のオフセット値を決定することができる。
【００５６】
　一実施形態によるオフセット値は、それぞれ既設定の最小値より大きいか、あるいはそ
れと同じであり、既設定の最大値より小さいか、あるいはそれと同じである。
【００５７】
　一実施形態によるオフセットパラメータ符号化部１６は、オフセットパラメータ決定部
１４で決定された現在最大符号化単位のオフセットタイプ、オフセットクラス及びオフセ
ット値を含むオフセットパラメータを符号化して出力することができる。
【００５８】
　各ブロックのオフセットパラメータは、各ブロックのオフセットタイプとオフセット値
とを含んでもよい。オフセットタイプとして、オフ（Off）タイプ、エッジ（Edge）タイ
プ、バンド（Band）タイプが出力される。
【００５９】
　オフセットタイプがオフタイプである場合、現在最大符号化単位に対してオフセット調
整技法が適用されないということを示すことができる。その場合、現在最大符号化単位の
残りのオフセットパラメータも、それ以上符号化される必要がない。
【００６０】
　オフセットタイプがエッジタイプである場合、オフセットパラメータは、エッジクラス
のうち各エッジクラスごとに対応するオフセット値を含んでもよい。また、オフセットタ
イプがバンドタイプである場合、オフセットパラメータは、バンドのうち各バンドごとに
対応するオフセット値を含んでもよい。すなわち、オフセットパラメータ符号化部１６は
、各ブロックごとに、オフセットパラメータを符号化することができる。
【００６１】
　一実施形態によるオフセットパラメータ符号化部１６は、現在最大符号化単位の第１オ
フセットパラメータと、隣接する左側最大符号化単位または上端最大符号化単位の第２オ
フセットパラメータとの同一性に基づいて、現在最大符号化単位の第１オフセットパラメ
ータとして、第２オフセットパラメータを採択するか否かということを示す現在最大符号
化単位のオフセット併合情報を出力することができる。
【００６２】
　一実施形態によるオフセットパラメータ符号化部１６は、現在最大符号化単位の左側及
び上端の最大符号化単位において、少なくとも１つのオフセットパラメータが、現在最大
符号化単位のオフセットパラメータと同一であるならば、現在ブロックのオフセットパラ
メータを除外し、オフセット併合情報だけ符号化することもできる。その場合、現在最大
符号化単位のオフセットパラメータとして、左側または上端の最大符号化単位のオフセッ
トパラメータを採択することを示すオフセット併合情報を出力することができる。
【００６３】
　一実施形態によるオフセットパラメータ符号化部１６は、左側及び上端の最大符号化単
位のオフセットパラメータが、現在最大符号化単位のオフセットパラメータと異なるなら
ば、現在ブロックのオフセット併合情報と、オフセットパラメータとを符号化することが
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できる。その場合、現在最大符号化単位のオフセットパラメータとして、左側または上端
の最大符号化単位のオフセットパラメータを採択しないということを示すオフセット併合
情報を出力することができる。
【００６４】
　オフセット併合情報と、オフセットパラメータとを出力する実施形態は、以下、図１Ｂ
のオフセット調整方法１１のフローチャートを参照して詳細に説明する。
【００６５】
　段階１３で、符号化部１２は、最大符号化単位のうち現在最大符号化単位を、ツリー構
造の符号化単位を基に符号化することができる。
【００６６】
　段階１５で、オフセットパラメータ決定部１４は、現在最大符号化単位の第１オフセッ
トパラメータを決定することができる。第１オフセットパラメータは、現在最大符号化単
位のピクセル値分類方式がエッジタイプであるか、あるいはバンドタイプであるかという
ことを示すオフセットタイプ、エッジタイプによるエッジ方向、またはバンドタイプによ
るバンド範囲を示すオフセットクラス、及びオフセットクラスに含まれる復元ピクセルと
原本ピクセルとの差値を示すオフセット値を含んでもよい。
【００６７】
　段階１７で、オフセットパラメータ符号化部１６は、現在最大符号化単位の左側または
上端の最大符号化単位の第２オフセットパラメータと、第１オフセットパラメータとの同
一性に基づいて、第１オフセットパラメータとして、現在最大符号化単位のオフセット併
合情報をさらに出力することができる。
【００６８】
　一実施形態によるオフセットパラメータ符号化部１６が、第１オフセットパラメータと
して、第２オフセットパラメータを採択する場合には、オフセット併合情報のみを出力す
るだけであり、それ以外に、現在最大符号化単位のオフセットタイプ、オフセットクラス
、オフセット値を出力しないこともある。
【００６９】
　ただし、段階１９で、オフセットパラメータ符号化部１６が、第１オフセットパラメー
タとして、第２オフセットパラメータを採択しない場合には、現在最大符号化単位のオフ
セット併合情報に続き、現在最大符号化単位のオフセットタイプ、オフセット値及びオフ
セットクラスを含むように、第１オフセットパラメータを出力することができる。
【００７０】
　一実施形態によるオフセットパラメータ符号化部１６は、第１オフセットパラメータの
オフセットタイプ、オフセット値及びオフセットクラスを出力する場合、現在最大符号化
単位のオフセットタイプ、カテゴリー別オフセット値、そしてオフセットクラスの順序で
出力することができる。
【００７１】
　他の実施形態によるビデオ符号化装置１０は、現在スライスで、最大符号化単位ごとに
、オフセットを調整するか否かということを決定することができる。
【００７２】
　現在スライスで、オフセットが調整されるならば、オフセットパラメータ決定部１４は
、最大符号化単位ごとに、それぞれのオフセット併合情報と、オフセットパラメータとを
決定することができる。その場合、オフセットパラメータ符号化部１６は、現在スライス
にオフセット技法が適用されるということを示すオフセット調整情報を出力した後、最大
符号化単位ごとに決定されたそれぞれのオフセット併合情報と、オフセットパラメータと
を出力することができる。
【００７３】
　もし現在スライスで、オフセットが調整されないのであるならば、オフセットパラメー
タ決定部１４は、現在スライスの最大符号化単位のオフセットを決定する必要がなく、オ
フセットパラメータ符号化部１６は、現在スライスで、オフセットが調整されないという
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ことを示すオフセット調整情報のみを出力すればよい。
【００７４】
　段階１９で、オフセットパラメータ符号化部１６は、所定個数のカテゴリー別に対応す
るオフセット値を出力することができる。段階１９で、オフセットパラメータ符号化部１
６が、エッジタイプを示すオフセットタイプ情報を出力する場合、現在最大符号化単位内
に含まれた復元ピクセルのエッジ方向により、０゜、９０゜、４５゜または１３５゜の方
向を示すエッジクラスを出力することができる。
【００７５】
　段階１９で、オフセットパラメータ符号化部１６が、バンドタイプを示すオフセットタ
イプ情報を出力する場合、現在最大符号化単位内に含まれた復元ピクセルのバンド位置を
示すバンドクラスを出力することができる。
【００７６】
　段階１９で、オフセットパラメータ符号化部１６が、バンドタイプを示すオフセットタ
イプ情報を出力する場合、オフセット値として、オフセット値が０であるか否かというこ
とを示すゼロ値情報を出力することができる。オフセット値が０であるならば、オフセッ
トパラメータ符号化部１６は、オフセット値としてゼロ値情報のみを出力すればよい。
【００７７】
　オフセット値が０ではないならば、オフセットパラメータ符号化部１６は、ゼロ値情報
に続き、オフセット値が正数であるか、あるいは負数であるかということを示す符号情報
、及び残りのオフセット値をさらに出力することができる。
【００７８】
　段階１９で、オフセットパラメータ符号化部１６が、エッジタイプを示すオフセットタ
イプ情報を出力する場合、ゼロ値情報、及び残りのオフセット値を出力することができる
。エッジタイプの場合、オフセット値の符号情報を出力する必要がない。エッジ形態によ
るカテゴリーだけで、オフセット値の符号が予測されるからである。オフセット値符号の
予測については、図５Ａ及び図５Ｂを参照して後述する。
【００７９】
　段階１７で、オフセットパラメータ符号化部１６は、現在最大符号化単位のルマ（luma
）成分、第１クロマ（chroma）成分及び第２クロマ成分のオフセット調整のために、共通
のオフセット併合情報を出力することができる。
【００８０】
　段階１９で、オフセットパラメータ符号化部１６は、現在最大符号化単位の第１クロマ
成分のオフセットパラメータ、及び第２クロマ成分のオフセットパラメータのうち、共通
のオフセットタイプを出力することができる。
【００８１】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、符号化部１２、オフセットパラメータ決定
部１４及びオフセットパラメータ符号化部１６を総括的に制御する中央プロセッサ（図示
せず）を含んでもよい。または、符号化部１２、オフセットパラメータ決定部１４及びオ
フセットパラメータ符号化部１６が、それぞれの自体プロセッサ（図示せず）によって作
動し、プロセッサ（図示せず）が相互有機的に作動することにより、ビデオ符号化装置１
０が全体的に作動することもできる。または、一実施形態によるビデオ符号化装置１０の
外部プロセッサ（図示せず）の制御により、符号化部１２、オフセットパラメータ決定部
１４及びオフセットパラメータ符号化部１６が制御されもする。
【００８２】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、符号化部１２、オフセットパラメータ決定
部１４及びオフセットパラメータ符号化部１６の入出力データが保存される一つ以上のデ
ータ保存部（図示せず）を含んでもよい。ビデオ符号化装置１０は、データ保存部（図示
せず）のデータ入出力を管轄するメモリ制御部（図示せず）を含んでもよい。
【００８３】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、ビデオ符号化結果を出力するために、内部
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に搭載されたビデオエンコーディングプロセッサ、または外部ビデオエンコーディングプ
ロセッサと連繋して作動することにより、変換を含んだビデオ符号化動作を遂行すること
ができる。一実施形態によるビデオ符号化装置１０の内部ビデオエンコーディングプロセ
ッサは、別個のプロセッサとして、ビデオ符号化動作を具現することができる。また、ビ
デオ符号化装置１０、中央演算装置またはグラフィック演算装置がビデオエンコーディン
グプロセッシング・モジュールを含むことにより、基本的なビデオ符号化動作を具現する
場合を含んでもよい。
【００８４】
　図２Ａ及び図２Ｂは、一実施形態によるビデオ復号化装置２０のブロック図と、ビデオ
復号化装置のオフセット調整方法２１のフローチャートと、を図示している。
【００８５】
　一実施形態によるビデオ復号化装置２０は、オフセットパラメータ抽出部２２、オフセ
ット決定部２４及びオフセット調整部２６を含む。
【００８６】
　一実施形態によるビデオ復号化装置２０は、ビデオの符号化されたデータを含むビット
ストリームを受信する。ビデオ復号化装置２０は、受信したビットストリームから、符号
化されたビデオサンプルをパージングし、映像ブロック別に、エントロピー復号化、逆量
子化、逆変換、予測及び動き補償を行って復元ピクセルを生成し、結果として、復元映像
を生成することができる。
【００８７】
　また、一実施形態によるビデオ復号化装置２０は、原本ピクセルと復元ピクセルとの差
値を示すオフセット値を受信し、原本映像と復元映像との誤差を最小化することができる
。ビデオ復号化装置２０は、ビデオの最大符号化単位別に符号化されたデータを受信し、
それぞれの最大符号化単位から分割されたツリー構造の符号化単位を基に、それぞれの最
大符号化単位を復元することができる。以下、現在最大符号化単位のサンプルを復元して
オフセットを調整する方法について、図１Ｂを参照して詳細に説明する。
【００８８】
　段階２３で、オフセットパラメータ抽出部２２は、受信したビットストリームから、現
在最大符号化単位のオフセット併合情報を抽出することができる。現在最大符号化単位の
オフセット併合情報は、現在最大符号化単位の第１オフセットパラメータとして、現在最
大符号化単位の左側または上端の最大符号化単位の第２オフセットパラメータを採択する
か否かということを示す。
【００８９】
　段階２５で、オフセットパラメータ抽出部２２は、オフセット併合情報に基づいて、現
在最大符号化単位のオフセットタイプ、オフセット値及びオフセットクラスを含む第１オ
フセットパラメータを復元することができる。
【００９０】
　一実施形態によるオフセットパラメータ抽出部２２は、オフセット併合情報に基づいて
、現在最大符号化単位のオフセットタイプ、オフセット値及びオフセットクラスを、第２
オフセットパラメータと同一に復元するか、あるいはビットストリームから、オフセット
タイプ、オフセット値及びオフセットクラスを抽出するか否かということを決定すること
ができる。
【００９１】
　段階２７で、オフセット決定部２４は、オフセットパラメータ抽出部２２によって決定
されたオフセットタイプに基づいて、現在最大符号化単位のピクセル値分類方式がエッジ
タイプであるか、あるいはバンドタイプであるかということを決定することができる。オ
フセットタイプから、オフタイプ、エッジタイプ、バンドタイプが決定される。
【００９２】
　オフセットタイプがオフタイプである場合、現在最大符号化単位で、オフセット調整技
法が適用されないということが決定される。その場合、現在最大符号化単位の残りのオフ
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セットパラメータも、それ以上パージングされる必要がない。
【００９３】
　段階２７で、オフセット決定部２４は、オフセットパラメータ抽出部２２によって決定
されたオフセットクラスに基づいて、現在最大符号化単位のエッジタイプによるエッジ方
向、またはバンドタイプによるバンド範囲を決定することができる。
【００９４】
　段階２７で、オフセット決定部２４は、オフセットパラメータ抽出部２２によって決定
されたオフセット値に基づいて、先立って決定されたオフセットクラスに含まれる復元ピ
クセルと原本ピクセルとの差値を決定することができる。
【００９５】
　段階２９で、オフセット調整部２６は、現在最大符号化単位から分割されたツリー構造
の符号化単位に基づいて、復元されたサンプルのピクセル値を、オフセット決定部２４に
よって決定された差値ほど調整することができる。
【００９６】
　段階２３で、他の実施形態によるオフセットパラメータ抽出部２２は、現在スライスの
ヘッダから、現在スライスに含まれた最大符号化単位ごとに、オフセットを調整するか否
かということを示すオフセット調整情報を抽出することもできる。オフセットパラメータ
抽出部２２は、オフセット調整情報に基づいて、現在スライスで、オフセットが調整され
るならば、最大符号化単位ごとに、それぞれのオフセット併合情報と、オフセットパラメ
ータとをさらに抽出することができる。
【００９７】
　段階２５で、オフセットパラメータ抽出部２２は、オフセット併合情報に基づいて、第
１オフセットパラメータとして、左側または上端の最大符号化単位の第２オフセットパラ
メータを採択すると決定することができる。その場合、オフセット決定部２４は、現在最
大符号化単位の第１オフセットパラメータを抽出せず、先に復元された第２オフセットパ
ラメータと同一に、第１オフセットパラメータを復元することもできる。
【００９８】
　段階２５で、オフセットパラメータ抽出部２２は、オフセット併合情報に基づいて、第
１オフセットパラメータとして、第２オフセットパラメータを採択しないと決定すること
もできる。その場合、オフセット決定部２４は、ビットストリームから、オフセット併合
情報に続く第１オフセットパラメータを抽出して復元することができる。
【００９９】
　段階２３で、オフセットパラメータ抽出部２２は、現在最大符号化単位のルマ成分、第
１クロマ成分及び第２クロマ成分のために、共通のオフセット併合情報を抽出することが
できる。オフセット決定部２４は、共通のオフセット併合情報に基づいて、ルマ成分のオ
フセットパラメータ、第１クロマ成分のオフセットパラメータ、及び第２クロマ成分のオ
フセットパラメータを、隣接する最大符号化単位のオフセットパラメータと同一に復元す
るか否かということを決定することができる。
【０１００】
　また、段階２５で、オフセット決定部２４は、現在最大符号化単位の第１クロマ成分及
び第２クロマ成分のために、共通のオフセットタイプを復元することができる。
【０１０１】
　段階２５で、オフセット決定部２４は、オフセットパラメータから、所定個数のカテゴ
リーに対応するオフセット値を決定することができる。それぞれのオフセット値は、既設
定の最小値より大きいか、あるいはそれと同じであり、既設定の最大値より小さいか、あ
るいはそれと同じである。
【０１０２】
　段階２５で、オフセットタイプ情報がエッジタイプを示す場合、オフセットオフセット
決定部２４は、クラスに基づいて、現在最大符号化単位内に含まれた復元ピクセルのエッ
ジの方向を、０゜、９０゜、４５゜または１３５゜のうちいずれか一つに決定することが
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できる。
【０１０３】
　段階２７で、オフセットタイプ情報がバンドタイプを示す場合、オフセット決定部２４
は、オフセットクラスに基づいて、復元ピクセルのピクセル値が属するバンドの位置を決
定することができる。
【０１０４】
　段階２７で、オフセットタイプ情報がバンドタイプを示す場合、オフセット決定部２４
は、オフセット値のうちゼロ値情報に基づいて、オフセット値が０であるか否かというこ
とを決定することができる。ゼロ値情報に基づいて、オフセット値が０と決定される場合
、オフセット値からゼロ値情報以外の情報は復元されない。
【０１０５】
　ゼロ値情報に基づいて、オフセット値が０ではないならば、オフセット決定部２４は、
オフセット値のうちゼロ値情報に続く符号情報に基づいて、オフセット値が正数であるか
、あるいは負数であるかということを決定することができる。また、オフセット値のうち
符号情報に続く残りのオフセット値を復元することにより、オフセット決定部２４は、最
終オフセット値を決定することができる。
【０１０６】
　また、段階２７で、オフセットタイプ情報がエッジタイプを示す場合、オフセット決定
部２４は、オフセット値のうちゼロ値情報に基づいて、オフセット値が０ではないならば
、オフセット値のうちゼロ値情報に続く残りのオフセット値を復元することにより、オフ
セット決定部２４は、最終オフセット値を決定することができる。
【０１０７】
　一実施形態によるビデオ復号化装置２０は、オフセットパラメータ抽出部２２、オフセ
ット決定部２４及びオフセット調整部２６を総括的に制御する中央プロセッサ（図示せず
）を含んでもよい。または、オフセットパラメータ抽出部２２、オフセット決定部２４及
びオフセット調整部２６が、それぞれの自体プロセッサ（図示せず）によって作動し、プ
ロセッサ（図示せず）が相互有機的に作動することにより、ビデオ復号化装置２０が全体
的に作動することもできる。または、一実施形態によるビデオ復号化装置２０の外部プロ
セッサ（図示せず）の制御により、オフセットパラメータ抽出部２２、オフセット決定部
２４及びオフセット調整部２６が制御されもする。
【０１０８】
　一実施形態によるビデオ復号化装置２０は、オフセットパラメータ抽出部２２、オフセ
ット決定部２４及びオフセット調整部２６の入出力データが保存される一つ以上のデータ
保存部（図示せず）を含んでもよい。ビデオ復号化装置２０は、データ保存部（図示せず
）のデータ入出力を管轄するメモリ制御部（図示せず）を含んでもよい。
【０１０９】
　一実施形態によるビデオ復号化装置２０は、ビデオ復号化を介してビデオを復元するた
めに、内部に搭載されたビデオデコーディングプロセッサまたは外部ビデオデコーディン
グプロセッサと連繋して作動することにより、ビデオ復号化動作を遂行することができる
。一実施形態によるビデオ復号化装置２０の内部ビデオデコーディングプロセッサは、別
個のプロセッサとして、基本的なビデオ復号化動作を具現することができる。また、ビデ
オ復号化装置２０、中央演算装置またはグラフィック演算装置がビデオデコーディングプ
ロセッシング・モジュールを含むことにより、基本的なビデオ復号化動作を具現する場合
を含んでもよい。
【０１１０】
　以上、図１Ａ、図１Ｂ、図２Ａ及び図２Ｂを参照して説明した一実施形態によるビデオ
符号化装置１０及びビデオ復号化装置２０は、原本ピクセルと復元ピクセルとの誤差を最
小化するために、ＳＡＯ（sample　adaptive　offset）技法を利用する。一実施形態によ
るＳＡＯ技法により、ビデオ符号化装置１０は、映像ブロックごとに、ピクセルを既定ピ
クセルグループに分類し、各ピクセルを当該ピクセルグループに割り当て、同一ピクセル
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グループに含まれた原本ピクセルと復元ピクセルとの誤差の平均値を示すオフセット値を
符号化する。
【０１１１】
　ビデオ符号化装置１０と、ビデオ復号化装置２０との間で、サンプルがシグナリングさ
れる。すなわち、ビデオ符号化装置１０は、サンプルを符号化し、ビットストリームのタ
イプで伝送し、ビデオ復号化装置２０は、受信したビットストリームから、サンプルをパ
ージングして復元することができる。一実施形態によって、ビデオ符号化装置１０とビデ
オ復号化装置２０は、ピクセル分類を介して決定されたオフセットほど復元ピクセル値を
調整し、原本ピクセルと復元ピクセルとの誤差を最小化するために、オフセットパラメー
タをシグナリングする。ビデオ符号化装置１０及びビデオ復号化装置２０の間で、オフセ
ットパラメータとして、オフセット値が符号化されて伝送され、受信されて復号化される
シグナリングが行われる。
【０１１２】
　従って、一実施形態によるＳＡＯ技法により、ビデオ復号化装置２０は、受信されたビ
ットストリームを復号化し、映像ブロックごとに復元ピクセルを生成し、ビットストリー
ムから、オフセット値を復元し、復元ピクセルを当該オフセットほど調整することにより
、原本映像との誤差が最小化された復元映像を生成することができる。
【０１１３】
　以下、図３を参照し、ＳＡＯ技法を利用するビデオ復号化方式について詳細に説明する
。図３は、他の実施形態によるビデオ復号化装置３０のブロック図を図示している。
【０１１４】
　ビデオ復号化装置３０は、エントロピー復号化部３１、逆量子化部３２、逆変換部３３
、復元部３４、イントラ予測部３５、参照ピクチャバッファ３６、動き補償部３７、デブ
ロッキングフィルタリング部３８、ＳＡＯ部３９を含む。
【０１１５】
　ビデオ復号化装置３０は、符号化されたビデオデータを含むビットストリームを受信す
ることができる。エントロピー復号化部３１で、ビットストリームから、イントラモード
情報（intra　mode　information）、インターモード情報（inter　mode　information）
、ＳＡＯ情報（sample　adaptive　offset　information）、残差データ（residues）が
パージングされる。
【０１１６】
　エントロピー復号化部３１によって抽出された残差データは、量子化された変換係数で
もある。従って、逆量子化部３２において、残差データに対して逆量子化を行い、変換係
数を復元し、逆変換部３３において、復元された復元係数に対して逆変換を行い、空間領
域の残差値を復元することができる。
【０１１７】
　空間領域の残差値を予測復元するために、イントラ予測または動き補償が行われる。
【０１１８】
　エントロピー復号化部３１において、イントラモード情報が抽出された場合には、イン
トラ予測部３５が、イントラモード情報を利用して、現在サンプルに空間的に隣接する隣
接サンプルのうち、いずれのサンプルを参照して現在サンプルを復元するかということを
決定することができる。参照する隣接サンプルを、復元部３４によって、以前に復元され
たサンプルのうちから選択する。復元部３４は、イントラモード情報に基づいて決定され
た参照サンプルと、逆変換部３３で復元された残差値とを利用して、現在サンプルを復元
することができる。
【０１１９】
　エントロピー復号化部３１において、インターモード情報が抽出された場合には、動き
補償部３７が、インターモード情報を利用して、現在ピクチャより先に復元されたピクチ
ャにおいて、いずれのサンプルを参照して現在ピクチャの現在サンプルを復元するかとい
うことを決定することができる。インターモード情報は、動きベクトル、参照インデック
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スなどを含んでもよい。参照インデックスを利用して、現在ピクチャより先に復元され、
参照ピクチャバッファ３６に保存されたピクチャのうち、現在サンプルの動き補償のため
の参照ピクチャが決定される。動きベクトルを利用して、参照ピクチャにおいて、現在ブ
ロックの動き補償のための参照ブロックが決定される。復元部３４は、インターモード情
報に基づいて決定された参照ブロックと、逆変換部３３で復元された残差値とを利用して
、現在サンプルを復元することができる。
【０１２０】
　復元部３４において、サンプルが復元されて復元ピクセルが出力される。復元部３４は
、最大符号化単位ごとに、ツリー構造の符号化単位を基に、復元ピクセルを生成すること
ができる。
【０１２１】
　デブロッキングフィルタリング部３８において、最大符号化単位またはツリー構造の符
号化単位ごとに、符号化単位の境界領域に位置するピクセルに対してブロッキング現象を
軽減させるためのフィルタリングが行われる。
【０１２２】
　また、一実施形態によるＳＡＯ部３９は、ＳＡＯ技法によって、最大符号化単位別に、
復元ピクセルのオフセットを調整することができる。ＳＡＯ部３９は、エントロピー復号
化部３１に抽出されたＳＡＯ情報から、現在最大符号化単位のためのオフセットタイプ、
オフセットクラス、オフセット値を決定することができる。
【０１２３】
　エントロピー復号化部３１において、ＳＡＯ情報から抽出する動作は、ビデオ復号化装
置２０のオフセットパラメータ抽出部２２の動作に相応し、ＳＡＯ部３９の動作は、ビデ
オ復号化装置２０のオフセット決定部２４及びオフセット調整部２６の動作に相応する。
【０１２４】
　ＳＡＯ部３９は、ＳＡＯオフセット値から、現在最大符号化単位の復元ピクセルごとに
オフセット値の符号及び差値を決定することができる。ＳＡＯ部３９は、復元ピクセルご
とに、オフセット値から決定された差値ほど、ピクセル値を増減させることにより、復元
ピクセルと原本ピクセルとの誤差を小さくすることができる。
【０１２５】
　一実施形態によるＳＡＯ部３９によって、オフセットが調整された復元ピクセルを含む
ピクチャが、参照ピクチャバッファ３６に保存される。従って、一実施形態によるＳＡＯ
技法によって、復元サンプルと原本ピクセルとの誤差が最小化された参照ピクチャを利用
して、次のピクチャの動き補償が行われる。
【０１２６】
　一実施形態によるＳＡＯ技法によれば、復元ピクセルごとに、原本ピクセルとの差値を
基に、復元ピクセルを含むピクセルグループのオフセットが決定される。まず、一実施形
態によるＳＡＯ技法のために、復元ピクセルをピクセルグループに分類する実施形態につ
いて詳細に説明する。
【０１２７】
　一実施形態によるＳＡＯ技法によれば、（ｉ）復元ピクセルが構成するエッジタイプに
よって、ピクセルが分類されるか、あるいは（ｉｉ）復元ピクセルのバンドタイプによっ
て、ピクセルが分類される。一実施形態によって、ピクセルがエッジタイプによって分類
されるか、またはバンドタイプによって分類されるかということは、オフセットタイプと
定義される。
【０１２８】
　まず、一実施形態によるＳＡＯ技法により、エッジタイプによって、ピクセルを分類す
る実施形態について詳細に説明する。
【０１２９】
　現在最大符号化単位について、エッジタイプのオフセットを決定する場合、現在最大符
号化単位に含まれた各復元ピクセルのエッジクラスが決定される。すなわち、現在復元ピ
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クセルと、隣接ピクセルのピクセル値とを比較し、現在復元ピクセルのエッジクラスが定
義される。エッジクラスが決定される一例について、図４を参照して以下で説明する。
【０１３０】
　図４は、一実施形態による、エッジタイプのエッジクラスを図示している。
【０１３１】
　エッジクラス４１，４２，４３，４４のインデックスが、順に０、１、２、３と割り当
てられる。エッジタイプの発生頻度が高いほど、エッジタイプのインデックスは、小さく
割り当てられる。
【０１３２】
　エッジクラスは、現在復元ピクセルＸ０と隣接する２個の隣接ピクセルが形成する一次
元エッジの方向を示すことができる。インデックス０のエッジクラス４１は、現在復元ピ
クセルＸ０と水平方向に隣接する２個の隣接ピクセルＸ１、Ｘ２がエッジを形成する場合
を示す。インデックス１のエッジクラス４２）は、現在復元ピクセルＸ０ワグァ垂直方向
に隣接する２個の隣接ピクセルＸ３、Ｘ４がエッジを形成する場合を示す。インデックス
２のエッジクラス４３は、現在復元ピクセルＸ０に、１３５゜対角方向に隣接する２個の
隣接ピクセルＸ５、Ｘ８がエッジを形成する場合を示す。インデックス３のエッジクラス
４４は、現在復元ピクセルＸ０に４５゜対角方向に隣接する２個の隣接ピクセルＸ６、Ｘ
７がエッジを形成する場合を示す。
【０１３３】
　従って、現在最大符号化単位内に含まれた復元ピクセルのエッジ方向を分析し、現在最
大符号化単位で、強いエッジの方向を決定することにより、現在最大符号化単位のエッジ
クラスが決定される。
【０１３４】
　各エッジクラスごとに、現在ピクセルのエッジ形態によって、カテゴリーが分類される
。エッジ形態によるカテゴリーの一例について、図５Ａ及び５Ｂを参照して以下で説明す
る。
【０１３５】
　図５Ａ及び５Ｂは、一実施形態によるエッジタイプのカテゴリーを図示している。
【０１３６】
　エッジカテゴリーは、現在ピクセルが凹状エッジの最低点なのか、凹状エッジの最低点
周りに位置する曲線コーナーのピクセルなのか、凸状エッジの最高点であるか、あるいは
凸状エッジの最高点周囲に位置する曲線コーナーのピクセルであるかということを示す。
【０１３７】
　図５Ａは、エッジのカテゴリーを決定するための条件を例示する。図５Ｂは、復元ピク
セルと隣接ピクセルとのエッジ形態、及びピクセル値ｃ，ａ，ｂのグラフを例示している
。
【０１３８】
　ｃは、復元ピクセルのインデックス、ａ、ｂは、エッジ方向に沿って、現在復元ピクセ
ル両側に隣接する隣接ピクセルのインデックスを示す。Ｘａ、Ｘｂ、Ｘｃは、それぞれイ
ンデックスａ，ｂ，ｃである復元ピクセルのピクセル値を示す。図５Ｂのグラフのｘ軸は
、復元ピクセルの両側に隣接する隣接ピクセルのインデックスを、ｙ軸は、各サンプルの
ピクセル値を示す。
【０１３９】
　カテゴリー１は、現在サンプルが凹状エッジの最低点、すなわち、ローカルバレー（lo
cal　valley）地点の場合を示す。（Ｘｃ＜Ｘａ＆＆Ｘｃ＜Ｘｂ）グラフ５１のように、
隣接ピクセルａ，ｂ間で、現在復元ピクセルｃが、凹状エッジの最低点である場合、現在
復元ピクセルは、カテゴリー１に分類される。
【０１４０】
　カテゴリー２は、現在サンプルが、凹状エッジの最低点周辺に位置する曲線コーナー（
concave　corners）に位置する場合を示す。（Ｘｃ＜Ｘａ＆＆Ｘｃ＝＝Ｘｂ｜｜Ｘｃ＝＝
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Ｘａ＆＆Ｘｃ＜Ｘｂ）グラフ５２のように、隣接ピクセルａ，ｂ間で、現在復元ピクセル
ｃが、凹状エッジの下降カーブが終了する地点に位置するか（Ｘｃ＜Ｘａ＆＆Ｘｃ＝＝Ｘ
ｂ）、あるいはグラフ５３のように、現在復元ピクセルｃが、凹状エッジの上昇カーブが
始める地点に位置するか（Ｘｃ＝＝Ｘａ＆＆Ｘｃ＜Ｘｂ）する場合、現在復元ピクセルは
、カテゴリー２に分類される。
【０１４１】
　カテゴリー３は、現在サンプルが、凸状エッジの最高点周辺に位置する曲線コーナー（
convex　corners）に位置する場合を示す。（Ｘｃ＞Ｘａ＆＆Ｘｃ＝＝Ｘｂ｜｜Ｘｃ＝＝
Ｘａ＆＆Ｘｃ＞Ｘｂ）グラフ５４のように、隣接ピクセルａ，ｂ間で、現在復元ピクセル
ｃが、凹状エッジの下降カーブが始める地点に位置するか（Ｘｃ＞Ｘａ＆＆Ｘｃ＝＝Ｘｂ
）、あるいはグラフ５５のように、現在復元ピクセルｃが凹状エッジの上昇カーブが終了
する地点に位置するか（Ｘｃ＝＝Ｘａ＆＆Ｘｃ＞Ｘｂ）する場合、現在復元ピクセルは、
カテゴリー３に分類される。
【０１４２】
　カテゴリー４は、現在サンプルが凸状エッジの最高点、すなわち、ローカルピーク（lo
cal　peak）地点である場合を示す。（Ｘｃ＞Ｘａ＆＆Ｘｃ＞Ｘｂ）グラフ５６のように
、隣接ピクセルａ，ｂ間で、現在復元ピクセルｃが、凸状エッジの最高点である場合、現
在復元ピクセルは、カテゴリー４に分類される。
【０１４３】
　現在復元ピクセルについて、カテゴリー１，２，３，４の条件がいずれも充足されない
場合には、エッジではないので、カテゴリー０に分類され、カテゴリー０に係わるオフセ
ットは、別途に符号化される必要はない。
【０１４４】
　一実施形態により、同一カテゴリーに該当する復元ピクセルについて、復元ピクセルと
原本ピクセルとの差値の平均値が、現在カテゴリーのオフセットとして決定される。また
、各カテゴリーごとに、オフセットが決定される。
【０１４５】
　カテゴリー１，２の凹状エッジは、正数オフセット値によって、復元ピクセル値が調整
されるならば、エッジが平坦になるスムージング（smoothing）効果が生じ、負数オフセ
ット値によって、エッジの先鋭度（sharpness）が高くなるシャープニング（sharpening
）効果が生じる。カテゴリー３，４の凸状エッジは、負数オフセット値によって、エッジ
のスムージング効果が生じ、正数オフセット値によって、エッジのシャープニング効果が
生じる。
【０１４６】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、エッジのシャープニング効果を許容しない
こともある。その場合には、カテゴリー１，２の凹状エッジについては、正数オフセット
値が必要であり、カテゴリー３，４の凸状エッジについては、負数オフセット値が必要で
ある。その場合、エッジのカテゴリーを知っているならば、オフセット値の符号を決定す
ることができる。従って、ビデオ符号化装置１０とビデオ復号化装置２０は、オフセット
値の符号を除外し、オフセット値の絶対値さえ送受信すればよい。
【０１４７】
　従って、ビデオ符号化装置１０は、現在エッジクラスのカテゴリーごとに対応するオフ
セット値を符号化して送信し、ビデオ復号化装置２０は、受信されたカテゴリー別オフセ
ット値を利用して、復元ピクセルごとに、当該カテゴリーのオフセット値ほど調整するこ
とができる。
【０１４８】
　例えば、エッジタイプのオフセット値が０と決定される場合、ビデオ符号化装置１０は
、オフセット値として、ゼロ値情報のみを伝送することができる。
【０１４９】
　例えば、エッジタイプのオフセット値が０ではない場合には、ビデオ符号化装置１０は
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、オフセット値として、ゼロ値情報と絶対値とを伝送することができる。オフセット値の
符号を伝送する必要がない。
【０１５０】
　ビデオ復号化装置２０は、受信されたオフセット値からゼロ値情報を読み取り、０では
ないならば、オフセット値の絶対値を読み取ることができる。オフセット値の符号は、復
元ピクセルと隣接ピクセルとのエッジ形態によるエッジカテゴリーによって予測される。
【０１５１】
　従って、一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、エッジ方向、エッジ形態によって
ピクセルを分類し、同一特性のピクセル間の平均誤差値をオフセット値として決定し、カ
テゴリー別にオフセット値を決定することができる。ビデオ符号化装置１０は、エッジタ
イプであるということを示すオフセットタイプ情報、エッジ方向を示すオフセットクラス
情報、及びオフセット値を符号化して伝送することができる。
【０１５２】
　一実施形態によるビデオ復号化装置２０は、オフセットタイプ情報、オフセットクラス
情報及びオフセット値を受信し、オフセットタイプ情報及びオフセットクラス情報によっ
て、エッジ方向を決定することができる。ビデオ復号化装置２０は、復元ピクセルごとに
、エッジ方向によるエッジ形態に対応するカテゴリー別オフセット値を決定し、復元ピク
セルのピクセル値を、オフセット値ほど調整することにより、原本映像と復元映像との誤
差を最小化することができる。
【０１５３】
　次に、一実施形態によるＳＡＯ技法により、バンドタイプによってピクセルを分類する
実施形態について詳細に説明する。
【０１５４】
　一実施形態によって、復元ピクセルのピクセル値は、それぞれバンドのうち一つに属す
ることができる。例えば、ピクセル値の最小値Ｍｉｎ及び最大値Ｍａｘは、ｐビットサン
プリングにより、総範囲が、０、…、２＾（ｐ－１）でもある。ピクセル値総範囲（Ｍｉ
ｎ，Ｍａｘ）は、Ｋ個のピクセル値区間に分割される場合、各ピクセル値区間をバンドと
称する。Ｂｋがｋ番目バンドの最大値を示す場合、バンドは、［Ｂ０，Ｂ１－１］、［Ｂ

１，Ｂ２－１］、［Ｂ２，Ｂ３－１］、…、［ＢＫ－１，ＢＫ］に分割される。現在復元
ピクセルＲｅｃ（ｘ，ｙ）のピクセル値が、［Ｂｋ－１，Ｂｋ］に属する場合、現在バン
ドは、ｋとして決定される。バンドは、均等なタイプに分割されるか、あるいは非均等タ
イプに分割されもする。
【０１５５】
　例えば、ピクセル値分類タイプが、８ビットピクセルの均等バンドである場合、ピクセ
ル値は、３２個のバンドに分割される。具体的には、［０，７］、［８，１５］，…、［
２４０，２４７］、［２４８，２５５］のバンドに分類される。
【０１５６】
　バンドタイプによって分類された多数のバンドのうち、復元ピクセルごとに、それぞれ
のピクセル値が属するバンドが決定される。また、それぞれのバンドごとに、原本ピクセ
ルと復元ピクセルとの誤差平均を示すオフセット値が決定される。
【０１５７】
　従って、ビデオ符号化装置１０及びビデオ復号化装置２０は、現在バンドタイプによっ
て分類されたバンドごとに対応するオフセットを符号化して送受信し、復元ピクセルをオ
フセットほど調整することができる。
【０１５８】
　従って、一実施形態によるビデオ符号化装置１０及びビデオ復号化装置２０は、バンド
タイプの場合、復元ピクセルを、それぞれのピクセル値が属するバンドによって分類し、
同一バンドに属する復元ピクセル間の平均誤差値をオフセットとして決定し、復元ピクセ
ルをオフセットほど調整することにより、原本映像と復元映像との誤差を最小化すること
ができる。
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【０１５９】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０及びビデオ復号化装置２０は、バンドタイプに
よるオフセットを決定するとき、復元ピクセルを、バンド位置によるカテゴリーに分類す
ることができる。例えば、ピクセル値の全範囲が、Ｋ個のバンドに分類される場合、ｋ番
目バンドを示すバンドインデックスｋによって、カテゴリーがインデクシングされる。バ
ンド個数に相応し、カテゴリーの個数が決定される。
【０１６０】
　ただし、データ節減のために、ビデオ符号化装置１０及びビデオ復号化装置２０は、Ｓ
ＡＯ技法によって、オフセットを決定するために利用されるカテゴリーの個数を制限する
ことができる。例えば、所定開始位置のバンドから、バンドインデックスが増加する方向
に連続する所定個数のバンドだけが、それぞれカテゴリーに割り当てられ、各カテゴリー
についてのみオフセットが決定される。
【０１６１】
　例えば、インデックス１２であるバンドが、開始バンドとして決定される場合、開始バ
ンドから４個のバンド、すなわち、インデックス１２，１３，１４，１５のバンドが、そ
れぞれカテゴリー１，２，３，４に割り当てられる。従って、インデックス１２のバンド
に含まれる復元ピクセルの原本ピクセルとの平均誤差が、カテゴリー１のオフセットとし
て決定される。これと同様に、インデックス１３のバンドに含まれる復元ピクセルの原本
ピクセルとの平均誤差が、カテゴリー２のオフセットであり、インデックス１４のバンド
に含まれる復元ピクセルの原本ピクセルとの平均誤差が、カテゴリー３のオフセットであ
り、インデックス１５のバンドに含まれる復元ピクセルの原本ピクセルとの平均誤差が、
カテゴリー４のオフセットとして決定される。
【０１６２】
　そのような場合、カテゴリーに割り当てられるバンドの位置を決定するために、開始バ
ンドの位置に係わる情報が必要である。従って、一実施形態によるビデオ符号化装置１０
は、オフセットクラスとして、開始バンドの位置に係わる情報を符号化して送信すること
ができる。ビデオ符号化装置１０は、バンドタイプであるということを示すオフセットタ
イプ、オフセットクラス及びカテゴリー別オフセット値を符号化して伝送することができ
る。
【０１６３】
　一実施形態によるビデオ復号化装置２０は、オフセットタイプ、オフセットクラス及び
カテゴリー別オフセット値を受信することができる。ビデオ復号化装置２０は、受信され
たオフセットタイプがバンドタイプである場合、オフセットクラスから、開始バンドの位
置を読み取ることができる。ビデオ復号化装置２０は、復元ピクセルが、開始バンドから
４個のバンドのうちいずれのバンドに属するかということを決定し、カテゴリー別オフセ
ット値のうち現在バンドに割り当てられたオフセット値を決定し、復元ピクセル値を、オ
フセット値ほど調整することができる。
【０１６４】
　以上、オフセットタイプとしてエッジタイプ及びバンドタイプを紹介し、オフセットタ
イプによるオフセットクラス及びカテゴリーについて詳細に説明した。以下、ビデオ符号
化装置１０及びビデオ復号化装置２０が符号化して送受信するオフセットパラメータにつ
いて詳細に説明する。
【０１６５】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０及びビデオ復号化装置２０は、最大符号化単位
ごとに、復元ピクセルのピクセル分類方式により、オフセットタイプを決定することがで
きる。
【０１６６】
　各ブロックの映像特性によって、オフセットタイプが決定される。例えば、垂直エッジ
、水平エッジ、対角エッジなどを含む最大符号化単位は、エッジ値修正のために、エッジ
タイプによってピクセル値を分類し、オフセット値を決定する方が有利である。エッジ領
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域ではない場合には、バンド分類によって、オフセット値を決定する方が有利でもある。
従って、ビデオ符号化装置１０及びビデオ復号化装置２０は、最大符号化単位ごとに、オ
フセットタイプをシグナリングすることができる。
【０１６７】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０及びビデオ復号化装置２０は、最大符号化単位
ごとに、オフセットパラメータを決定することができる。すなわち、最大符号化単位の復
元ピクセルのオフセットタイプを決定し、最大符号化単位の復元ピクセルをカテゴリー別
に分類し、カテゴリー別にオフセット値が決定される。
【０１６８】
　ビデオ符号化装置１０は、最大符号化単位に含まれた復元ピクセルのうち、同一カテゴ
リーに分類された復元ピクセルの平均誤差をオフセット値として決定することができる。
各カテゴリーごとに、オフセット値が決定される。
【０１６９】
　一実施形態によるオフセットパラメータは、オフセットタイプ、オフセット値、オフセ
ットクラスを含んでもよい。ビデオ符号化装置１０及びビデオ復号化装置２０は、最大符
号化単位ごとに決定されたオフセットパラメータを送受信することができる。
【０１７０】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、最大符号化単位のオフセットパラメータに
おいて、オフセットタイプ及びオフセット値を符号化して伝送することができる。オフセ
ットタイプがエッジタイプである場合、一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、オフ
セットタイプ、カテゴリー別オフセット値に続き、エッジ方向を示すオフセットクラスを
さらに伝送することができる。オフセットタイプがバンドタイプである場合、一実施形態
によるビデオ符号化装置１０は、オフセットタイプ、カテゴリー別オフセット値に続き、
開始バンドの位置を示すオフセットクラスをさらに伝送することができる。
【０１７１】
　一実施形態によるビデオ復号化装置２０は、最大符号化単位ごとに、オフセットタイプ
、オフセット値及びオフセットクラスを含むオフセットパラメータを受信することができ
る。また、一実施形態によるビデオ復号化装置２０は、カテゴリー別オフセット値のうち
、それぞれの復元ピクセルが属するカテゴリーのオフセット値を選択し、復元ピクセルご
とに選択されたオフセット値ほど調整することができる。
【０１７２】
　一実施形態によるオフセットパラメータにおいて、オフセット値を送受信する実施形態
について以下で説明する。
【０１７３】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、オフセット値を伝送するために、ゼロ値情
報をさらに伝送することができる。ゼロ値情報によって、符号情報、残りのオフセット値
をさらに伝送することもできる。
【０１７４】
　一実施形態によるゼロ値情報は、１ビットフラグでもある。すなわち、オフセット値が
０であることを示す「０」フラグ、または０ではないということを示す「１」フラグが伝
送される。
【０１７５】
　ゼロ値情報が「０」フラグである場合には、符号情報や残りのオフセット値が、それ以
上符号化される必要がない。ただし、ゼロ値情報が「１」フラグである場合には、符号情
報、及び残りのオフセット値がさらに伝送される。
【０１７６】
　ただし、前述のように、エッジタイプの場合、カテゴリーによって、オフセット値が正
数または負数であるかということが予測可能であるので、符号情報が伝送される必要がな
い。従って、ゼロ値情報が「１」フラグである場合、残りのオフセット値がさらに伝送さ
れる。
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【０１７７】
　一実施形態によるオフセット値（Off－Set）は、オフセット値を決定する以前に、あら
かじめ最小値（ＭｉｎOffSet）及び最大値（ＭａｘOffSet）の範囲に制限される（Ｍｉｎ
OffSet≦Off－Set≦ＭａｘOffSet）。
【０１７８】
　例えば、エッジタイプの場合、カテゴリー１，２の復元ピクセルに係わるオフセット値
は、最小値０及び最大値７の範囲内に決定される。エッジタイプの場合、カテゴリー３，
４の復元ピクセルに係わるオフセット値は、最小値－７及び最大値０の範囲内に決定され
る。
【０１７９】
　例えば、バンドタイプの場合、全てのカテゴリーの復元ピクセルに係わるオフセット値
は、最小値－７ないし最大値７の範囲内に決定される。
【０１８０】
　一実施形態によるオフセット値に係わる伝送ビットを節減するために、残りのオフセッ
ト値（Remainder）を、負数ではないｐビット値で制限することができる。その場合、残
りのオフセット値は、０より大きいか、あるいはそれと同じであるが、最大値と最小値と
の差値よりは小さいか、あるいはそれと同じである（０≦Remainder≦ＭａｘOffSet－Ｍ
ｉｎOffSet＋１≦２＾ｐ）。ビデオ符号化装置１０が、残りのオフセット値を伝送し、ビ
デオ復号化装置２０が、オフセット値の最大値及び最小値のうち少なくとも一つを知って
いるならば、受信された残りのオフセット値だけで原本オフセット値を復元することがで
きる。
【０１８１】
　以下、一実施形態によるオフセットパラメータにおけるオフセット併合情報について詳
細に説明する。
【０１８２】
　各ブロックのオフセットタイプ及び／またはオフセット値は、隣接したブロック間で同
一である可能性が高い。一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、現在ブロックのオフ
セットパラメータを、隣接ブロックのオフセットパラメータと比較し、オフセットパラメ
ータが同一である場合、現在ブロックと隣接ブロックとのオフセットパラメータを一つに
併合して符号化することができる。隣接ブロックのオフセットパラメータが、まず符号化
されたならば、現在ブロックのオフセットパラメータとして、隣接ブロックのオフセット
パラメータを採択することができる。従って、ビデオ符号化装置１０は、現在ブロックの
オフセットパラメータを符号化せず、現在ブロックについて、オフセット併合情報だけ符
号化することができる。
【０１８３】
　一実施形態によるビデオ復号化装置２０は、受信したビットストリームから、オフセッ
トパラメータをパージングする前に、オフセット併合情報をまずパージングし、オフセッ
トパラメータのパージングいかんを決定することができる。ビデオ復号化装置２０は、現
在ブロックのオフセット併合情報に基づいて、隣接ブロックのうち、現在ブロックとオフ
セットパラメータが同一であるブロックがあるか否かということを決定することができる
。
【０１８４】
　例えば、オフセット併合情報に基づいて、隣接ブロックのオフセットパラメータのうち
、現在ブロックのオフセットパラメータが同一であるブロックがある場合、ビデオ復号化
装置２０は、現在ブロックのオフセットパラメータをパージングせず、現在ブロックのオ
フセットパラメータとして、隣接ブロックの復元されたオフセットパラメータを採択する
ことができる。従って、ビデオ復号化装置２０は、隣接ブロックのオフセットパラメータ
と同一に、現在ブロックのオフセットパラメータを復元することができる。また、オフセ
ット併合情報に基づいて、隣接ブロックのうちいずれの隣接ブロックのオフセットパラメ
ータを参照するかということも決定される。
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【０１８５】
　例えば、オフセット併合情報に基づいて、隣接ブロックのオフセットパラメータが、現
在ブロックのオフセットパラメータと異なる場合、ビデオ復号化装置２０は、ビットスト
リームから、現在ブロックのオフセットパラメータをパージングして復元することができ
る。
【０１８６】
　図６は、一実施形態による、オフセットパラメータを併合するために参照される隣接最
大符号化単位６１，６２を図示している。
【０１８７】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、現在最大符号化単位６０より先行して復元
された隣接最大符号化単位のうち、現在最大符号化単位のオフセットパラメータの参照対
象になる隣接最大符号化単位の候補リストを決定することができる。ビデオ符号化装置１
０は、候補リストの隣接最大符号化単位と、現在最大符号化単位とのオフセットパラメー
タを比較することができる。
【０１８８】
　単純な例として、現在ブロック６０と同一である現在ピクチャ６５に位置する左側最大
符号化単位６１、上端最大符号化単位６２が候補リストに属する。
【０１８９】
　従って、一実施形態によるビデオ符号化装置１０は、候補リストに含まれた隣接最大符
号化単位を、参照順序により、現在最大符号化単位と、それぞれのオフセットパラメータ
が同一であるか否かということを比較することができる。例えば、左側最大符号化単位６
１、上端最大符号化単位６２の順序により、現在最大符号化単位と、オフセットパラメー
タが比較される。比較された最大符号化単位６１，６２において、オフセットパラメータ
が同一である最大符号化単位が、参照最大符号化単位として決定される。
【０１９０】
　ビデオ符号化装置１０及びビデオ復号化装置２０は、現在最大符号化単位のオフセット
パラメータを予測するために、同一隣接最大符号化単位を参照することができる。また、
いずれの最大符号化単位のオフセットパラメータを参照するかということを示すオフセッ
ト併合情報を送受信することができる。一実施形態によるビデオ復号化装置１０は、オフ
セット併合情報に基づいて、隣接する最大符号化単位のうち一つを選択し、選択された隣
接最大符号化単位のオフセットパラメータと同一に、現在最大符号化単位のオフセットパ
ラメータを復元することができる。
【０１９１】
　例えば、左側最大符号化単位６１及び上端最大符号化単位６２を参照する場合を想定す
る。一実施形態によるオフセットパラメータ符号化部１６は、オフセット併合情報として
、現在最大符号化単位６０の左側最大符号化単位６１のオフセットパラメータが、現在最
大符号化単位６０のオフセットパラメータと同一であるか否かということを示す左側オフ
セット併合情報；及び上端最大符号化単位６２のオフセットパラメータが、現在最大符号
化単位６０のオフセットパラメータと同一であるか否かということを示す上端オフセット
併合情報；を符号化することができる。その場合、まず現在最大符号化単位６０と、左側
最大符号化単位６１とのオフセットパラメータが同一であるか否かということを比較し、
その次に、現在最大符号化単位６０と、上端最大符号化単位６２とのオフセットパラメー
タが同一であるか否かということを比較する。比較結果により、オフセット併合情報が決
定される。
【０１９２】
　最大符号化単位ブロック６１及び最大符号化単位ブロック６２のうち少なくとも１つの
オフセットパラメータが、現在最大符号化単位６０のオフセットパラメータと同一である
ならば、オフセットパラメータ符号化部１６は、当該左側オフセット併合情報及び上端オ
フセット併合情報だけ符号化し、現在最大符号化単位６０のオフセットパラメータは、符
号化しない。
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【０１９３】
　左側最大符号化単位６１及び上端最大符号化単位６２のオフセットパラメータが、いず
れも現在最大符号化単位６０のオフセットパラメータと異なるならば、オフセットパラメ
ータ符号化部１６は、当該左側オフセット併合情報及び上端オフセット併合情報と、現在
最大符号化単位６０のオフセットパラメータと、を符号化することができる。
【０１９４】
　以下、カラー成分によるオフセットパラメータについて詳細に説明する。
【０１９５】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０及びビデオ復号化装置２０は、カラー成分間で
、オフセットパラメータを相互予測することができる。
【０１９６】
　一実施形態によるＳＡＯ技法は、ＹＣｒＣｂカラーフォーマットのルマブロック及びク
ロマブロックにいずれも適用される。現在最大符号化単位のルマ成分、クロマ成分ごとに
、オフセット値が決定される。
【０１９７】
　例えば、現在最大符号化単位のＹ成分、Ｃｒ成分及びＣｂ成分について、共通のオフセ
ット併合情報が適用される。すなわち、１つのオフセット併合情報に基づいて、Ｙ成分の
オフセットパラメータが、隣接最大符号化単位のＹ成分のオフセットパラメータと同一で
あるか否かということが決定され、Ｃｒ成分のオフセットパラメータが、隣接最大符号化
単位のＣｒ成分のオフセットパラメータと同一であるか否かということが決定され、Ｃｂ
成分のオフセットパラメータが、隣接最大符号化単位のＣｂ成分のオフセットパラメータ
と同一であるか否かということが決定される。
【０１９８】
　例えば、現在最大符号化単位のＣｒ成分及びＣｂ成分について、共通のオフセットタイ
プ情報が適用される。すなわち、１つのオフセットタイプ情報に基づいて、Ｃｒ成分とＣ
ｂ成分とが、エッジタイプまたはバンドタイプによって、オフセット値が決定されるか否
かということが分かる。
【０１９９】
　以下、図７を参照し、現在最大符号化単位のカラー成分別に、オフセットパラメータを
パージングする過程について詳細に説明する。
【０２００】
　図７は、一実施形態によるオフセットパラメータのパージング過程のフローチャート７
０を図示している。
【０２０１】
　まず段階７１で、現在最大符号化単位の左側オフセット併合情報（Merge　Left）がパ
ージングされる。左側オフセット併合情報に基づいて、左側最大符号化単位のオフセット
パラメータを参照すると決定されれば、現在オフセットパラメータのパージング過程は終
わり、左側最大符号化単位のオフセットパラメータと同一に、現在オフセットパラメータ
が決定される。
【０２０２】
　段階７１で、左側オフセット併合情報に基づいて、左側最大符号化単位のオフセットパ
ラメータを参照しないと決定されれば、段階７２で、現在最大符号化単位の上端オフセッ
ト併合情報（Merge　Right）がパージングされる。上端最大符号化単位のオフセットパラ
メータを参照すると決定されれば、現在オフセットパラメータのパージング過程は終わり
、上端最大符号化単位のオフセットパラメータと同一に、現在オフセットパラメータが決
定される。
【０２０３】
　段階７２で、上端オフセット併合情報に基づいて、上端最大符号化単位のオフセットパ
ラメータを参照しないと決定されれば、段階７３から、現在最大符号化単位のオフセット
パラメータがパージングされる。
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【０２０４】
　まず、段階７３で、ルマ（Luma）成分のオフセットタイプ（ＳＡＯ　type）がパージン
グされる。オフセットタイプがオフタイプ（OFF）である場合、ルマ成分に対してＳＡＯ
技法によるオフセット調整が行われないので、クロマ成分のオフセットパラメータをパー
ジングするために、段階７４に飛び越す。
【０２０５】
　段階７３で、ルマ成分のオフセットタイプがエッジタイプ（ＥＯ）である場合、段階７
５１で、４つのカテゴリー別に、ルマオフセット値（Luma　offsets）がパージングされ
る。エッジタイプのオフセット値は、符号情報なしにパージングされる。段階７５２で、
２ビット（bits）のルマエッジクラス（Luma　ＥＯ　class）がパージングされる。ルマ
エッジクラスから、現在最大符号化単位のルマ成分のエッジ方向が決定される。
【０２０６】
　前述のように、エッジ形態を示す４つのカテゴリー別にオフセット値が受信されるので
、全部で４オフセット値になる。現在最大符号化単位の各ルマ復元ピクセルが、エッジ方
向に沿って隣接するピクセルとのピクセル値を比較し、いかなるエッジ形態であるかとい
うことが決定され、それによってカテゴリーが決定されるので、受信されたオフセット値
のうち現在カテゴリーのオフセット値が選択される。選択されたオフセット値を利用して
、ルマ復元ピクセルのピクセル値が調整される。
【０２０７】
　段階７３で、ルマ成分のオフセットタイプがバンドタイプ（ＢＯ）である場合、段階７
６１で、４つのカテゴリー別に、ルマオフセット値がパージングされる。バンドタイプの
オフセット値は、符号情報と共にパージングされる。段階７６２で、５ビットのルマバン
ドクラスがパージングされる。ルマバンドクラスから、現在最大符号化単位の復元ピクセ
ルのピクセル値バンドのうち、ルマ開始バンド位置（Luma　left　band　position）が決
定される。
【０２０８】
　前述のように、開始バンド位置から連続する４つのバンドを示す４つのカテゴリー別に
、オフセット値が受信されるので、全部で４オフセット値になる。現在最大符号化単位の
各ルマ復元ピクセルのピクセル値が、４つのバンドのうちいずれのバンドに属するかとい
うことが決定され、そによってカテゴリーが決定されるので、受信されたオフセット値の
うち現在カテゴリーのオフセット値が選択される。選択されたオフセット値を利用して、
ルマ復元ピクセルのピクセル値が調整される。
【０２０９】
　次の段階７４で、クロマ（Chroma）成分のオフセットタイプがパージングされる。オフ
セットタイプは、Ｃｒ成分及びＣｂ成分に共通に適用される。オフセットタイプがオフ（
OFF）タイプである場合、クロマ成分に対して、ＳＡＯ技法によるオフセット調整が行わ
れないので、現在最大符号化単位のオフセットパラメータ過程が終わる。
【０２１０】
　段階７４で、クロマ成分のオフセットタイプがエッジタイプ（ＥＯ）である場合、段階
７７１で、４つのカテゴリー別にＣｂオフセット値がパージングされる。エッジタイプの
Ｃｂオフセット値は、符号情報なしにパージングされる。段階７７２で、２ビットのクロ
マエッジクラスがパージングされる。クロマエッジクラスから、現在最大符号化単位のク
ロマ成分のエッジ方向が決定される。クロマエッジクラスも、Ｃｒ成分及びＣｂ成分に共
通に適用される。段階７７３で、４つのカテゴリー別にＣｒオフセット値がパージングさ
れる。
【０２１１】
　ルマ成分のエッジタイプのオフセット調整過程と同様に、Ｃｒ成分別及びＣｂ成分別に
それぞれ受信された４つのオフセット値のうち現在カテゴリーのオフセット値が選択され
る。選択されたオフセット値を利用して、Ｃｒ成分の復元ピクセルと、Ｃｂ成分の復元ピ
クセルとのピクセル値がそれぞれ調整される。
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【０２１２】
　段階７４で、クロマ成分のオフセットタイプがバンドタイプ（ＢＯ）である場合、段階
７８１で、４つのカテゴリー別に、Ｃｂ成分のオフセット値が、符号情報と共にパージン
グされる。段階７８２で、５ビットのＣｂバンドクラスがパージングされる。Ｃｂバンド
クラスから、現在最大符号化単位のＣｂ成分の復元ピクセルのＣｂ開始バンド位置（Ｃｂ
　left　band　position）が決定される。段階７８３で、４つのカテゴリー別に、Ｃｒ成
分のオフセット値が、符号情報と共にパージングされる。段階７８２で、５ビットのＣｒ
バンドクラスがパージングされる。Ｃｒバンドクラスから、現在最大符号化単位のＣｒ成
分の復元ピクセルのＣｒ開始バンド位置（Ｃｒ　left　band　position）が決定される。
【０２１３】
　ルマ成分のバンドタイプのオフセット調整過程と同様に、Ｃｒ，Ｃｂ成分別に受信され
た４つのオフセット値のうち、現在カテゴリーのオフセット値が選択される。Ｃｒ，Ｃｂ
成分別にそれぞれ選択されたオフセット値を利用して、Ｃｒ，Ｃｂ成分の復元ピクセルの
ピクセル値がそれぞれ調整される。
【０２１４】
　従って、一実施形態によるＳＡＯ技法を利用するビデオ符号化装置１０及びビデオ復号
化装置２０，３０は、最大符号化単位のエッジタイプまたはバンドタイプのような映像特
性によってピクセル値を分類し、同一特性として分類されたピクセル値の平均誤差値であ
るオフセット値をシグナリングし、復元ピクセルのうち予想できないピクセル値を、オフ
セット値ほど調整することにより、原本映像と復元映像との誤差を最小化することができ
る。
【０２１５】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１０、及び他の実施形態によるビデオ復号化装置２
０で、ビデオデータが分割されるブロックが最大符号化単位に分割され、最大符号化単位
ごとに、ツリー構造の符号化単位を基に符号化／復号化され、最大符号化単位ごとに、ピ
クセル分類によるオフセット値を決定することができるということは、前述の通りである
。以下、図８ないし図２０を参照し、一実施形態によるツリー構造の符号化単位及び変換
単位に基づいたビデオ符号化方法及びその装置、並びにビデオ復号化方法及びその装置に
ついて開示する。
【０２１６】
　図８は、本発明の一実施形態による、ツリー構造による符号化単位に基づいたビデオ符
号化装置１００のブロック図を図示している。
【０２１７】
　一実施形態による、ツリー構造による符号化単位に基づいたビデオ予測を伴うビデオ符
号化装置１００は、最大符号化単位分割部１１０、符号化単位決定部１２０及び出力部１
３０を含む。以下、説明の便宜のために、一実施形態による、ツリー構造による符号化単
位に基づいたビデオ予測を伴うビデオ符号化装置１００は、「ビデオ符号化装置１００」
と縮約して称する。
【０２１８】
　最大符号化単位分割部１１０は、映像の現在ピクチャのための最大サイズの符号化単位
である最大符号化単位に基づいて、現在ピクチャを区画することができる。現在ピクチャ
が最大符号化単位より大きければ、現在ピクチャの映像データは、少なくとも１つの最大
符号化単位に分割される。一実施形態による最大符号化単位は、サイズ３２ｘ３２，６４
ｘ６４，１２８ｘ１２８，２５６ｘ２５６などのデータ単位であり、縦横サイズが２の累
乗である正方形のデータ単位でもある。映像データは、少なくとも１つの最大符号化単位
別に、符号化単位決定部１２０に出力される。
【０２１９】
　一実施形態による符号化単位は、最大サイズ及び最大深度で特徴づけられる。深度とは
、最大符号化単位から、符号化単位が空間的に分割された回数を示し、深度が深くなるほ
ど、深度別符号化単位は、最大符号化単位から最小符号化単位まで分割される。最大符号
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化単位の深度が最上位深度であり、最小符号化単位が最下位符号化単位と定義される。最
大符号化単位は、深度が深くなるにつれ、深度別符号化単位の大きさは小さくなるので、
上位深度の符号化単位は、複数個の下位深度の符号化単位を含んでもよい。
【０２２０】
　前述のように、符号化単位の最大サイズにより、現在ピクチャの映像データを最大符号
化単位に分割し、それぞれの最大符号化単位は、深度別に分割される符号化単位を含んで
もよい。一実施形態による最大符号化単位は、深度別に分割されるので、最大符号化単位
に含まれた空間領域（spatial　domain）の映像データが、深度によって階層的に分類さ
れる。
【０２２１】
　最大符号化単位の高さ及び幅を階層的に分割することができる総回数を制限する最大深
度及び符号化単位の最大サイズがあらかじめ設定されている。
【０２２２】
　符号化単位決定部１２０は、深度ごとに、最大符号化単位の領域が分割された少なくと
も１つの分割領域を符号化し、少なくとも１つの分割領域別に、最終符号化結果が出力さ
れる深度を決定する。すなわち、符号化単位決定部１２０は、現在ピクチャの最大符号化
単位ごとに、深度別符号化単位で映像データを符号化し、最小の符号化誤差が生じる深度
を選択して符号化深度として決定する。決定された符号化深度及び最大符号化単位別映像
データは、出力部１３０に出力される。
【０２２３】
　最大符号化単位内の映像データは、最大深度以下の少なくとも１つの深度によって、深
度別符号化単位に基づいて符号化され、それぞれの深度別符号化単位に基づいた符号化結
果が比較される。深度別符号化単位の符号化誤差の比較結果、符号化誤差が最小である深
度が選択される。それぞれの最大化符号化単位ごとに、少なくとも１つの符号化深度が決
定される。
【０２２４】
　最大符号化単位の大きさは、深度が深くなるにつれ、符号化単位が階層的に分割されて
分割され、符号化単位の個数は増加する。また、１つの最大符号化単位に含まれる同一深
度の符号化単位であるとしても、それぞれのデータに係わる符号化誤差を測定し、下位深
度への分割いかんが決定される。従って、１つの最大符号化単位に含まれるデータである
としても、位置によって、深度別符号化誤差が異なるので、位置によって、符号化深度が
異なって決定される。従って、１つの最大符号化単位について、符号化深度が一つ以上設
定されもし、最大符号化単位のデータは、一つ以上の符号化深度の符号化単位によって区
画されもする。
【０２２５】
　従って、一実施形態による符号化単位決定部１２０は、現在最大符号化単位に含まれる
ツリー構造による符号化単位が決定される。一実施形態による「ツリー構造による符号化
単位」は、現在最大符号化単位に含まれる全ての深度別符号化単位のうち、符号化深度に
決定された深度の符号化単位を含む。符号化深度の符号化単位は、最大符号化単位内で同
一領域では、深度によって階層的に決定され、他の領域については、独立して決定される
。同様に、現在領域に係わる符号化深度は、他の領域に係わる符号化深度と独立して決定
される。
【０２２６】
　一実施形態による最大深度は、最大符号化単位から最小符号化単位までの分割回数と係
わる指標である。一実施形態による第１最大深度は、最大符号化単位から最小符号化単位
までの全分割回数を示す。一実施形態による第２最大深度は、最大符号化単位から最小符
号化単位までの深度レベルの総個数を示す。例えば、最大符号化単位の深度が０であると
するとき、最大符号化単位が１回分割された符号化単位の深度は、１に設定され、２回分
割された符号化単位の深度は、２に設定される。その場合、最大符号化単位から４回分割
された符号化単位が最小符号化単位であるならば、深度０，１，２，３及び４の深度レベ
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ルが存在するので、第１最大深度は、４、第２最大深度は、５に設定される。
【０２２７】
　最大符号化単位の予測符号化及び変換が行われる。予測符号化及び変換も同様に、最大
符号化単位ごとに、最大深度以下の深度ごとに、深度別符号化単位を基に行われる。
【０２２８】
　最大符号化単位が深度別に分割されるたびに、深度別符号化単位の個数が増加するので
、深度が深くなることによって生成される全ての深度別符号化単位について予測符号化及
び変換を含んだ符号化が行われなければならない。以下、説明の便宜のために、少なくと
も１つの最大符号化単位のうち現在深度の符号化単位を基に、予測符号化及び変換につい
て説明する。
【０２２９】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１００は、映像データの符号化のためのデータ単位
の大きさまたは形態を多様に選択することができる。映像データの符号化のためには、予
測符号化、変換、エントロピー符号化などの段階を経るが、全ての段階にわたって、同一
データ単位が使用されもし、段階別にデータ単位が変更されもする。
【０２３０】
　例えば、ビデオ符号化装置１００は、映像データの符号化のための符号化単位だけでは
なく、符号化単位の映像データの予測符号化を行うために、符号化単位と異なるデータ単
位を選択することができる。
【０２３１】
　最大符号化単位の予測符号化のためには、一実施形態による符号化深度の符号化単位、
すなわち、それ以上分割されない符号化単位を基に予測符号化が行われる。以下、予測符
号化の基盤になるそれ以上分割されない符号化単位を「予測単位」と称する。予測単位が
分割されたパーティションは、予測単位、並びに予測単位の高さ及び幅のうち少なくとも
一つが分割されたデータ単位を含んでもよい。パーティションは、符号化単位の予測単位
が分割された形態のデータ単位であり、予測単位は、符号化単位と同一サイズのパーティ
ションでもある。
【０２３２】
　例えば、サイズ２Ｎｘ２Ｎ（ただし、Ｎは、正の整数）の符号化単位が、それ以上分割
されない場合、サイズ２Ｎｘ２Ｎの予測単位になり、パーティションの大きさは、サイズ
２Ｎｘ２Ｎ，２ＮｘＮ，Ｎｘ２Ｎ，ＮｘＮなどでもある。一実施形態によるパーティショ
ンタイプは、予測単位の高さまたは幅が対称的な比率に分割された対称的パーティション
だけではなく、１：ｎまたはｎ：１のように、非対称的な比率に分割されたパーティショ
ン、幾何学的なタイプに分割されたパーティション、任意的形態のパーティションなどを
選択的に含んでもよい。
【０２３３】
　予測単位の予測モードは、イントラモード、インターモード及びスキップモードのうち
少なくとも一つでもある。例えば、イントラモード及びインターモードは、２Ｎｘ２Ｎ，
２ＮｘＮ，Ｎｘ２Ｎ，ＮｘＮサイズのパーティションに対して遂行される。また、スキッ
プモードは、２Ｎｘ２Ｎサイズのパーティションに対してのみ遂行される。符号化単位以
内の１つの予測単位ごとに、独立して符号化が行われ、符号化誤差が最小である予測モー
ドが選択される。
【０２３４】
　また、一実施形態によるビデオ符号化装置１００は、映像データの符号化のための符号
化単位だけではなく、符号化単位と異なるデータ単位を基に、符号化単位の映像データの
変換を行うことができる。符号化単位の変換のためには、符号化単位より小さいか、ある
いはそれと同サイズの変換単位を基に変換が行われる。例えば、変換単位は、イントラモ
ードのためのデータ単位、及びインターモードのための変換単位を含んでもよい。
【０２３５】
　一実施形態によるツリー構造による符号化単位と類似した方式で、符号化単位内の変換
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単位も、再帰的にさらに小サイズの変換単位に分割されながら、符号化単位の残差データ
が、変換深度によって、ツリー構造による変換単位によって区画される。
【０２３６】
　一実施形態による変換単位についても、符号化単位の高さ及び幅が分割されて変換単位
に至るまでの分割回数を示す変換深度が設定される。例えば、サイズ２Ｎｘ２Ｎの現在符
号化単位の変換単位の大きさが２Ｎｘ２Ｎであるならば、変換深度０、変換単位の大きさ
がＮｘＮであるならば、変換深度１、変換単位の大きさがＮ／２ｘＮ／２であるならば、
変換深度２に設定される。すなわち、変換単位についても、変換深度によって、ツリー構
造による変換単位が設定される。
【０２３７】
　符号化深度別符号化情報は、符号化深度だけではなく、予測関連情報及び変換関連情報
が必要である。従って、符号化単位決定部１２０は、最小符号化誤差を発生させた符号化
深度だけではなく、予測単位をパーティションに分割したパーティションタイプ、予測単
位別予測モード、変換のための変換単位の大きさなどを決定することができる。
【０２３８】
　一実施形態による最大符号化単位のツリー構造による符号化単位、予測単位／パーティ
ション、及び変換単位の決定方式については、図１７ないし図１９を参照して詳細に追っ
て説明する。
【０２３９】
　符号化単位決定部１２０は、深度別符号化単位の符号化誤差を、ラグランジュ乗数（La
grangian　multiplier）基盤の率歪曲最適化技法（rate-distortion　optimization）を
利用して測定することができる。
【０２４０】
　出力部１３０は、符号化単位決定部１２０で決定された少なくとも１つの符号化深度に
基づいて、符号化された最大符号化単位の映像データ及び深度別符号化モードについての
情報をビットストリーム形態で出力する。
【０２４１】
　符号化された映像データは、映像の残差データの符号化結果でもある。
【０２４２】
　深度別符号化モードについての情報は、符号化深度情報、予測単位のパーティションタ
イプ情報、予測モード情報、変換単位のサイズ情報などを含んでもよい。
【０２４３】
　符号化深度情報は、現在深度に符号化せず、下位深度の符号化単位に符号化するか否か
ということを示す深度別分割情報を利用して定義される。現在符号化単位の現在深度が符
号化深度であるならば、現在符号化単位は、現在深度の符号化単位で符号化されるので、
現在深度の分割情報は、それ以上下位深度に分割されないように定義される。一方、現在
符号化単位の現在深度が符号化深度ではないならば、下位深度の符号化単位を利用した符
号化を試みなければならないので、現在深度の分割情報は下位深度の符号化単位に分割さ
れるように定義される。
【０２４４】
　現在深度が符号化深度ではないならば、下位深度の符号化単位に分割された符号化単位
に対して符号化が行われる。現在深度の符号化単位内に、下位深度の符号化単位が一つ以
上存在するので、それぞれの下位深度の符号化単位ごとに、反復的に符号化が行われ、同
一深度の符号化単位ごとに、再帰的（recursive）符号化が行われる。
【０２４５】
　１つの最大符号化単位内でツリー構造の符号化単位が決定され、符号化深度の符号化単
位ごとに、少なくとも１つの符号化モードについての情報が決定されなければならないの
で、１つの最大符号化単位については、少なくとも１つの符号化モードについての情報が
決定される。また、最大符号化単位のデータは、深度によって階層的に区画され、位置別
に符号化深度が異なることがあるので、データに対して、符号化深度及び符号化モードに
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ついての情報が設定される。
【０２４６】
　従って、一実施形態による出力部１３０は、最大符号化単位に含まれている符号化単位
、予測単位及び最小単位のうち少なくとも一つに対して、当該符号化深度及び符号化モー
ドに係わる符号化情報を割り当てられる。
【０２４７】
　一実施形態による最小単位は、最下位符号化深度である最小符号化単位が４分割された
大きさの正方形のデータ単位である。一実施形態による最小単位は、最大符号化単位に含
まれる全ての符号化単位、予測単位、パーティション単位及び変換単位内に含まれる最大
サイズの正方形データ単位でもある。
【０２４８】
　例えば、出力部１３０を介して出力される符号化情報は、深度別符号化単位別符号化情
報と、予測単位別符号化情と報に分類される。深度別符号化単位別符号化情報は、予測モ
ード情報、パーティションサイズ情報を含んでもよい。予測単位別に伝送される符号化情
報は、インターモードの推定方向についての情報、インターモードの参照映像インデック
スについての情報、動きベクトルについての情報、イントラモードのクロマ成分について
の情報、イントラモードの補間方式についての情報などを含んでもよい。
【０２４９】
　ピクチャ別、スライス別またはＧＯＰ（group　of　pictures）別に定義される符号化
単位の最大サイズについての情報、及び最大深度についての情報は、ビットストリームの
ヘッダ、シーケンスパラメータセットまたはピクチャパラメータセットなどに挿入される
。
【０２５０】
　また、現在ビデオに対して許容される変換単位の最大サイズについての情報、及び変換
単位の最小サイズについての情報も、ビットストリームのヘッダ、シーケンスパラメータ
セットまたはピクチャパラメータセットなどを介して出力される。出力部１３０は、図１
Ａないし図７を参照して説明したオフセット調整技法と係わるオフセットパラメータを符
号化して出力することができる。
【０２５１】
　ビデオ符号化装置１００の最も簡単な形態の実施形態によれば、深度別符号化単位は、
１階層上位深度の符号化単位の高さ及び幅を半分にした大きさの符号化単位である。すな
わち、現在深度の符号化単位の大きさが２Ｎｘ２Ｎであるならば、下位深度の符号化単位
の大きさは、ＮｘＮである。また、２Ｎｘ２Ｎサイズの現在符号化単位は、ＮｘＮサイズ
の下位深度符号化単位を最大４個含んでもよい。
【０２５２】
　従って、ビデオ符号化装置１００は、現在ピクチャの特性を考慮して決定された最大符
号化単位の大きさ及び最大深度を基に、それぞれの最大符号化単位ごとに、最適の形態及
び大きさの符号化単位を決定し、ツリー構造による符号化単位を構成することができる。
また、それぞれの最大符号化単位ごとに、多様な予測モード、変換方式などで符号化する
ことができるので、多様な映像サイズの符号化単位の映像特性を考慮し、最適の符号化モ
ードが決定される。
【０２５３】
　従って、映像の解像度が非常に高いか、あるいはデータ量が非常に多い映像を既存マク
ロブロック単位で符号化するならば、ピクチャ当たりマクロブロックの数が過度に多くな
る。それにより、マクロブロックごとに生成される圧縮情報も多くなるので、圧縮情報の
伝送負担が大きくなり、データ圧縮効率が低下する傾向がある。従って、一実施形態によ
るビデオ符号化装置は、映像の大きさを考慮して、符号化単位の最大サイズを増大させな
がら、映像特性を考慮して符号化単位を調節することができるので、映像圧縮効率が上昇
する。
【０２５４】
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　図８のビデオ符号化装置１００は、図１Ａを参照して説明したビデオ符号化装置１０の
動作を遂行することができる。
【０２５５】
　符号化単位決定部１２０は、ビデオ符号化装置１０のオフセットパラメータ決定部１４
の動作を遂行することができる。最大符号化単位ごとに、オフセットタイプ、カテゴリー
別オフセット値及びオフセットクラスが決定される。
【０２５６】
　出力部１３０は、オフセットパラメータ符号化部１６の動作を遂行することができる。
最大符号化単位ごとに決定されたオフセットパラメータが出力される。現在最大符号化単
位に隣接する最大符号化単位のオフセットパラメータを、現在オフセットパラメータとし
て採用するか否かということを示すオフセット併合情報が最も先に出力される。オフセッ
トタイプとして、オフタイプ、エッジタイプ、バンドタイプが出力される。オフセット値
は、ゼロ値情報、符号情報、残りのオフセット値の順序で出力される。エッジタイプの場
合、オフセット値の符号情報は、出力されないこともある。
【０２５７】
　現在最大符号化単位のオフセット併合情報が、隣接する最大符号化単位のオフセットパ
ラメータを採用することを許容する場合には、現在最大符号化単位のオフセットタイプ及
びオフセット値が出力されないこともある。
【０２５８】
　図９は、本発明の一実施形態による、ツリー構造による符号化単位に基づいたビデオ復
号化装置２００のブロック図を図示している。
【０２５９】
　一実施形態による、ツリー構造による符号化単位に基づいたビデオ予測を伴うビデオ復
号化装置２００は、受信部２１０、映像データ及び符号化情報抽出部２２０及び映像デー
タ復号化部２３０を含む。以下、説明の便宜のために、一実施形態による、ツリー構造に
よる符号化単位に基づいたビデオ予測を伴うビデオ復号化装置２００は、「ビデオ復号化
装置２００」と縮約して称する。
【０２６０】
　一実施形態によるビデオ復号化装置２００の復号化動作のための符号化単位、深度、予
測単位、変換単位、各種符号化モードについての情報など各種用語の定義は、図７及びビ
デオ符号化装置１００を参照して説明したところと同一である。
【０２６１】
　受信部２１０は、符号化されたビデオに係わるビットストリームを受信してパージング
する。映像データ及び符号化情報抽出部２２０は、パージングされたビットストリームか
ら、最大符号化単位別に、ツリー構造による符号化単位によって、符号化単位ごとに、符
号化された映像データを抽出し、映像データ復号化部２３０に出力する。映像データ及び
符号化情報抽出部２２０は、現在ピクチャに係わるヘッダ、シーケンスパラメータセット
またはピクチャパラメータセットから、現在ピクチャの符号化単位の最大サイズについて
の情報を抽出することができる。
【０２６２】
　また、映像データ及び符号化情報抽出部２２０は、パージングされたビットストリーム
から、最大符号化単位別に、ツリー構造による符号化単位に係わる符号化深度及び符号化
モードについての情報を抽出する。抽出された符号化深度及び符号化モードについての情
報は、映像データ復号化部２３０に出力される。すなわち、ビット列の映像データを最大
符号化単位に分割し、映像データ復号化部２３０は、最大符号化単位ごとに映像データを
復号化する。
【０２６３】
　最大符号化単位別符号化深度及び符号化モードについての情報は、一つ以上の符号化深
度情報について設定され、符号化深度別符号化モードについての情報は、当該符号化単位
のパーティションタイプ情報、予測モード情報及び変換単位のサイズ情報などを含んでも
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よい。また、符号化深度情報として、深度別分割情報が抽出されもする。
【０２６４】
　映像データ及び符号化情報抽出部２２０が抽出した最大符号化単位別符号化深度及び符
号化モードについての情報は、一実施形態によるビデオ符号化装置１００のように、符号
化端で、最大符号化単位別深度別符号化単位ごとに、反復的に符号化を行い、最小符号化
誤差を発生させると決定された符号化深度及び符号化モードについての情報である。従っ
て、ビデオ復号化装置２００は、最小符号化誤差を発生させる符号化方式により、データ
を復号化して映像を復元することができる。
【０２６５】
　一実施形態による符号化深度及び符号化モードに係わる符号化情報は、当該符号化単位
、予測単位及び最小単位のうち所定データ単位について割り当てられているので、映像デ
ータ及び符号化情報抽出部２２０は、所定データ単位別に、符号化深度及び符号化モード
についての情報を抽出することができる。所定データ単位別に、当該最大符号化単位の符
号化深度及び符号化モードについての情報が記録されているならば、同一符号化深度及び
符号化モードについての情報を有している所定データ単位は、同一最大符号化単位に含ま
れるデータ単位と類推される。
【０２６６】
　映像データ復号化部２３０は、最大符号化単位別符号化深度及び符号化モードについて
の情報に基づいて、それぞれの最大符号化単位の映像データを復号化し、現在ピクチャを
復元する。すなわち、映像データ復号化部２３０は、最大符号化単位に含まれるツリー構
造による符号化単位のうちそれぞれの符号化単位ごとに、読み取られたパーティションタ
イプ、予測モード、変換単位に基づいて、符号化された映像データを復号化することがで
きる。復号化過程は、イントラ予測及び動き補償を含む予測過程、並びに逆変換過程を含
んでもよい。
【０２６７】
　映像データ復号化部２３０は、符号化深度別符号化単位の予測単位のパーティションタ
イプ情報及び予測モード情報に基づいて、符号化単位ごとに、それぞれのパーティション
及び予測モードによって、イントラ予測または動き補償を行うことができる。
【０２６８】
　また、映像データ復号化部２３０は、最大符号化単位別逆変換のために、符号化単位別
に、ツリー構造による変換単位情報を読み取り、符号化単位ごとに、変換単位に基づいた
逆変換を行うことができる。逆変換を介して、符号化単位の空間領域の画素値が復元され
る。
【０２６９】
　映像データ復号化部２３０は、深度別分割情報を利用して、現在最大符号化単位の符号
化深度を決定することができる。もし分割情報が現在深度で、それ以上分割されないとい
うことを示しているならば、現在深度が符号化深度である。従って、映像データ復号化部
２３０は、現在最大符号化単位の映像データについて、現在深度の符号化単位を、予測単
位のパーティションタイプ、予測モード及び変換単位サイズ情報を利用して復号化するこ
とができる。
【０２７０】
　すなわち、符号化単位、予測単位及び最小単位のうち所定データ単位について設定され
ている符号化情報を観察し、同一分割情報を含んだ符号化情報を保有しているデータ単位
が集まり、映像データ復号化部２３０によって、同一符号化モードで復号化する１つのデ
ータ単位と見なされる。かように決定された符号化単位ごとに、符号化モードに係わる情
報を獲得し、現在符号化単位の復号化が行われる。
【０２７１】
　また、図９のビデオ復号化装置２００は、図２Ａを参照して説明したビデオ復号化装置
２０の動作を遂行することができる。
【０２７２】
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　映像データ及び符号化情報抽出部２２０と受信部２１０は、ビデオ復号化装置２０のオ
フセットパラメータ抽出部２２の動作を遂行することができる。映像データ復号化部２３
０は、ビデオ復号化装置２０のオフセット決定部２４及びオフセット調整部２６の動作を
遂行することができる。
【０２７３】
　映像データ及び符号化情報抽出部２２０は、ビットストリームから、現在最大符号化単
位のためのオフセットパラメータなしに、オフセット併合情報のみをパージングした場合
、隣接オフセットパラメータのうち少なくとも一つと同一に、現在オフセットパラメータ
を復元することができる。オフセット併合情報に基づいて、隣接オフセットパラメータの
うちいずれのパラメータを参照するかということが決定される。映像データ及び符号化情
報抽出部２２０は、ビットストリームから、パージングされた現在最大符号化単位のため
のオフセット併合情報に基づいて、隣接オフセットパラメータと、現在オフセットパラメ
ータとが異なるということが判断されるならば、ビットストリームから、現在最大符号化
単位のための現在オフセットパラメータがパージングされて復元される。
【０２７４】
　映像データ及び符号化情報抽出部２２０は、ビットストリームから、最大符号化単位ご
とに、オフセットパラメータをパージングすることができる。オフセットパラメータから
、オフセットタイプ、カテゴリー別オフセット値及びオフセットクラスが決定される。現
在最大符号化単位のオフセットタイプがオフタイプである場合、現在最大符号化単位に係
わるオフセット調整動作は終わる。オフセットタイプがエッジタイプである場合、復元ピ
クセルごとに、それぞれのエッジ方向を示すエッジクラスとエッジ形態とを示すカテゴリ
ーに基づいて、受信されたオフセット値のうち現在オフセット値が選択される。オフセッ
トタイプがバンドタイプである場合、復元ピクセルごとに、それぞれのバンドを決定し、
オフセット値のうち現在バンドに対応するオフセット値が選択される。
【０２７５】
　映像データ復号化部２３０は、各復元ピクセルに対応するオフセット値ほど当該復元ピ
クセル値を調整することにより、原本ピクセルと誤差が最小化される復元ピクセルを生成
することができる。最大符号化単位ごとにパージングされたオフセットパラメータに基づ
いて、最大符号化単位の復元ピクセルのオフセットが調整される。
【０２７６】
　結局、ビデオ復号化装置２００は、符号化過程で、最大符号化単位ごとに、再帰的に符
号化を行い、最小符号化誤差を発生させた符号化単位に係わる情報を獲得し、現在ピクチ
ャに係わる復号化に利用することができる。すなわち、最大符号化単位ごとに、最適符号
化単位として決定されたツリー構造による符号化単位の符号化された映像データの復号化
が可能になる。
【０２７７】
　従って、高い解像度の映像、またはデータ量が過度に多い映像でも、符号化端から伝送
された最適符号化モードについての情報を利用して、映像の特性に適応的に決定された符
号化単位の大きさ及び符号化モードによって、効率的に映像データを復号化して復元する
ことができる。
【０２７８】
　図１０は、本発明の一実施形態による符号化単位の概念を図示している。
【０２７９】
　符号化単位の例は、符号化単位の大きさが幅ｘ高さに表現され、サイズ６４ｘ６４であ
る符号化単位から、サイズ３２ｘ３２，１６ｘ１６，８ｘ８を含んでもよい。サイズ６４
ｘ６４の符号化単位は、サイズ６４ｘ６４，６４ｘ３２，３２ｘ６４，３２ｘ３２のパー
ティションに分割され、サイズ３２ｘ３２の符号化単位は、サイズ３２ｘ３２，３２ｘ１
６，１６ｘ３２，１６ｘ１６のパーティションに、サイズ１６ｘ１６の符号化単位は、サ
イズ１６ｘ１６，１６ｘ８，８ｘ１６，８ｘ８のパーティションに、サイズ８ｘ８の符号
化単位は、サイズ８ｘ８，８ｘ４，４ｘ８，４ｘ４のパーティションに分割される。
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【０２８０】
　ビデオデータ３１０については、解像度が１９２０ｘ１０８０、符号化単位の最大サイ
ズが６４、最大深度が２に設定されている。ビデオデータ３２０については、解像度が１
９２０ｘ１０８０、符号化単位の最大サイズが６４、最大深度が３に設定されている。ビ
デオデータ３３０については、解像度が３５２ｘ２８８、符号化単位の最大サイズが１６
、最大深度が１に設定されている。図１０に図示された最大深度は、最大符号化単位から
最小符号化単位までの全分割回数を示す。
【０２８１】
　解像度が高いか、あるいはデータ量が多い場合、符号化効率の向上だけではなく、映像
特性を正確に反映させるために、符号化サイズの最大サイズが相対的に大きいことが望ま
しい。従って、ビデオデータ３３０に比べ、解像度が高いビデオデータ３１０，３２０は
、符号化サイズの最大サイズが６４に選択される。
【０２８２】
　ビデオデータ３１０の最大深度が２であるので、ビデオデータ３１０の符号化単位３１
５は、長軸サイズが６４である最大符号化単位から、２回分割されて深度が２階層深くな
り、長軸サイズが３２，１６である符号化単位まで含んでもよい。一方、ビデオデータ３
３０の最大深度が１であるので、ビデオデータ３３０の符号化単位３３５は、長軸サイズ
が１６である符号化単位から、１回分割されて深度が１階層深くなり、長軸サイズが８で
ある符号化単位まで含んでもよい。
【０２８３】
　ビデオデータ３２０の最大深度が３であるので、ビデオデータ３２０の符号化単位３２
４は、長軸サイズが６４である最大符号化単位から、３回分割されて深度が３階層深くな
り、長軸サイズが３２，１６，８である符号化単位まで含んでもよい。深度が深くなるほ
ど、詳細情報の表現能力が向上する。
【０２８４】
　図１１は、本発明の一実施形態による符号化単位に基づいた映像符号化部４００のブロ
ック図を図示している。
【０２８５】
　一実施形態による映像符号化部４００は、ビデオ符号化装置１００の符号化単位決定部
１２０で、映像データを符号化するのに経る作業を含む。すなわち、イントラ予測部４１
０は、現在フレーム４０５において、イントラモードの符号化単位に対してイントラ予測
を行い、動き推定部４２０及び動き補償部４２４は、インターモードの現在フレーム４０
５及び参照フレーム４９５を利用して、インター推定及び動き補償を行う。
【０２８６】
　イントラ予測部４１０、動き推定部４２０及び動き補償部４２４から出力されたデータ
は、変換部４３０及び量子化部４４０を経て量子化された変換係数として出力される。量
子化された変換係数は、逆量子化部４６０、逆変換部４７０を介して、空間領域のデータ
に復元され、復元された空間領域のデータは、デブロッキング部４８０及びループフィル
タリング部４９０を経て後処理され、参照フレーム４９５として出力される。量子化され
た変換係数は、エントロピー符号化部４５０を経て、ビットストリーム４５５として出力
される。
【０２８７】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１００に適用されるためには、映像符号化部４００
の構成要素であるイントラ予測部４１０、動き推定部４２０、動き補償部４２４、変換部
４３０、量子化部４４０、エントロピー符号化部４５０、逆量子化部４６０、逆変換部４
７０、デブロッキング部４８０及びループフィルタリング部４９０が、いずれも最大符号
化単位ごとに、最大深度を考慮して、ツリー構造による符号化単位のうちそれぞれの符号
化単位に基づいた作業を遂行しなければならない。
【０２８８】
　特に、イントラ予測部４１０、動き推定部４２０及び動き補償部４２４は、現在最大符
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号化単位の最大サイズ及び最大深度を考慮して、ツリー構造による符号化単位のうちそれ
ぞれの符号化単位のパーティション及び予測モードを決定し、変換部４３０は、ツリー構
造による符号化単位のうちそれぞれの符号化単位内の変換単位の大きさを決定しなければ
ならない。
【０２８９】
　映像符号化部４００は、参照フレーム４９５の最大符号化単位ごとに、エッジタイプ（
またはバンドタイプ）によってピクセルを分類し、エッジ方向（または、開始バンド位置
）を決定し、カテゴリーごとに属する復元ピクセルの平均誤差値を決定することができる
。最大符号化単位ごとに、それぞれのオフセット併合情報、オフセットタイプ及びオフセ
ット値が符号化されてシグナリングされる。
【０２９０】
　図１２は、本発明の一実施形態による符号化単位に基づいた映像復号化部５００のブロ
ック図を図示している。
【０２９１】
　ビットストリーム５０５がパージング部５１０を経て、復号化対象である符号化された
映像データ及び復号化のために必要な符号化についての情報がパージングされる。符号化
された映像データは、エントロピー復号化部５２０及び逆量子化部５３０を経て、逆量子
化されたデータとして出力され、逆変換部５４０を経て、空間領域の映像データが復元さ
れる。
【０２９２】
　空間領域の映像データに対して、イントラ予測部５５０は、イントラモードの符号化単
位についてイントラ予測を行い、動き補償部５６０は、参照フレーム５８５を共に利用し
て、インターモードの符号化単位について動き補償を行う。
【０２９３】
　イントラ予測部５５０及び動き補償部５６０を経た空間領域のデータは、デブロッキン
グ部５７０及びループフィルタリング部５８０を経て後処理され、復元フレーム５９５と
して出力される。また、デブロッキング部５７０及びループフィルタリング部５８０を経
て後処理されたデータは、参照フレーム５８５として出力される。
【０２９４】
　ビデオ復号化装置２００の映像データ復号化部２３０で、映像データを復号化するため
に、一実施形態による映像復号化部５００のパージング部５１０以降の段階別作業が行わ
れる。
【０２９５】
　一実施形態によるビデオ復号化装置２００に適用されるためには、映像復号化部５００
の構成要素であるパージング部５１０、エントロピー復号化部５２０、逆量子化部５３０
、逆変換部５４０、イントラ予測部５５０、動き補償部５６０、デブロッキング部５７０
及びループフィルタリング部５８０が、いずれも最大符号化単位ごとに、ツリー構造によ
る符号化単位に基づいて作業を遂行しなければならない。
【０２９６】
　特に、イントラ予測部５５０、動き補償部５６０は、ツリー構造による符号化単位ごと
に、それぞれパーティション及び予測モードを決定し、逆変換部５４０は、符号化単位ご
とに、変換単位の大きさを決定しなければならない。
【０２９７】
　映像復号化部５００は、ビットストリームから、最大符号化単位のオフセットパラメー
タを抽出することができる。現在最大符号化単位のオフセットパラメータにおいて、オフ
セット併合情報に基づいて、隣接する最大符号化単位のオフセットパラメータと同一であ
る現在オフセットパラメータを復元することができる。現在最大符号化単位のオフセット
パラメータにおいて、オフセットタイプ及びオフセット値を利用して、復元フレーム５９
５の最大符号化単位ごとに、復元ピクセルごとに、エッジタイプまたはバンドタイプによ
って、カテゴリーに対応するオフセット値ほど調整することができる。
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【０２９８】
　図１３は、本発明の一実施形態による深度別符号化単位及びパーティションを図示して
いる。
【０２９９】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１００及び一実施形態によるビデオ復号化装置２０
０は、映像特性を考慮するために階層的な符号化単位を使用する。符号化単位の最大高及
び最大幅、最大深度は、映像の特性によって適応的に決定され、ユーザの要求によって多
様に設定される。既設定の符号化単位の最大サイズにより、深度別符号化単位の大きさが
決定される。
【０３００】
　一実施形態による符号化単位の階層構造６００は、符号化単位の最大高及び最大幅が６
４であり、最大深度が４である場合を図示している。そのとき、最大深度は、最大符号化
単位から最小符号化単位までの全分割回数を示す。一実施形態による符号化単位の階層構
造６００の縦軸に沿って深度が深くなるので、深度別符号化単位の高さ及び幅がそれぞれ
分割される。また、符号化単位の階層構造６００の横軸に沿って、それぞれの深度別符号
化単位の予測符号化の基になる予測単位及びパーティションが図示されている。
【０３０１】
　すなわち、符号化単位６１０は、符号化単位の階層構造６００において最大符号化単位
であり、深度が０であり、符号化単位の大きさ、すなわち、高さ及び幅が６４ｘ６４であ
る。縦軸に沿って深度が深くなり、サイズ３２ｘ３２である深度１の符号化単位６２０、
サイズ１６ｘ１６である深度２符号化単位６３０、サイズ８ｘ８である深度３の符号化単
位６４０が存在する。サイズ４ｘ４である深度３の符号化単位６４０は、最小符号化単位
である。
【０３０２】
　それぞれの深度別に横軸に沿って、符号化単位の予測単位及びパーティションが配列さ
れる。すなわち、深度０のサイズ６４ｘ６４の符号化単位６１０が予測単位であるならば
、予測単位は、サイズ６４ｘ６４の符号化単位６１０に含まれるサイズ６４ｘ６４のパー
ティション６１０、サイズ６４ｘ３２のパーティション６１２、サイズ３２ｘ６４のパー
ティション６１４、サイズ３２ｘ３２のパーティション６１６に分割される。
【０３０３】
　同様に、深度１のサイズ３２ｘ３２の符号化単位６２０の予測単位は、サイズ３２ｘ３
２の符号化単位６２０に含まれるサイズ３２ｘ３２のパーティション６２０、サイズ３２
ｘ１６のパーティション６２２、サイズ１６ｘ３２のパーティション６２４、サイズ１６
ｘ１６のパーティション６２６に分割される。
【０３０４】
　同様に、深度２のサイズ１６ｘ１６の符号化単位６３０の予測単位は、サイズ１６ｘ１
６の符号化単位６３０に含まれるサイズ１６ｘ１６のパーティション６３０、サイズ１６
ｘ８のパーティション６３２、サイズ８ｘ１６のパーティション６３４、サイズ８ｘ８の
パーティション６３６に分割される。
【０３０５】
　同様に、深度３のサイズ８ｘ８の符号化単位６４０の予測単位は、サイズ８ｘ８の符号
化単位６４０に含まれるサイズ８ｘ８のパーティション６４０、サイズ８ｘ４のパーティ
ション６４２、サイズ４ｘ８のパーティション６４４、サイズ４ｘ４のパーティション６
４６に分割される。
【０３０６】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１００の符号化単位決定部１２０は、最大符号化単
位６１０の符号化深度を決定するために、最大符号化単位６１０に含まれるそれぞれの深
度の符号化単位ごとに、符号化を行わなければならない。
【０３０７】
　同一範囲及び同一サイズのデータを含むための深度別符号化単位の個数は、深度が深く
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なるほど、深度別符号化単位の個数も増加する。例えば、深度１の符号化単位一つを含む
データについて、深度２の符号化単位は、四つが必要である。従って、同一データの符号
化結果を深度別に比較するために、１つの深度１の符号化単位、及び４つの深度２の符号
化単位を利用して、それぞれ符号化されなければならない。
【０３０８】
　それぞれの深度別符号化のためには、符号化単位の階層構造６００の横軸に沿って、深
度別符号化単位の予測単位ごとに符号化を行い、当該深度で、最小の符号化誤差である代
表符号化誤差が選択される。また、符号化単位の階層構造６００の縦軸に沿って深度が深
くなり、それぞれの深度ごとに符号化を行い、深度別代表符号化誤差を比較し、最小符号
化誤差が検索される。最大符号化単位６１０において、最小符号化誤差が生じる深度及び
パーティションが最大符号化単位６１０の符号化深度及びパーティションタイプに選択さ
れる。
【０３０９】
　図１４は、本発明の一実施形態による、符号化単位及び変換単位の関係を図示している
。
【０３１０】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１００、または一実施形態によるビデオ復号化装置
２００は、最大符号化単位ごとに、最大符号化単位より小さいか、あるいはそれと同サイ
ズの符号化単位で映像を符号化したり復号化したりする。符号化過程において、変換のた
めの変換単位の大きさは、それぞれの符号化単位ほど大きくないデータ単位を基に選択さ
れる。
【０３１１】
　例えば、一実施形態によるビデオ符号化装置１００、または一実施形態によるビデオ復
号化装置２００で、現在符号化単位７１０が６４ｘ６４サイズであるとき、３２ｘ３２サ
イズの変換単位７２０を利用して変換が行われる。
【０３１２】
　また、６４ｘ６４サイズの符号化単位７１０のデータを、６４ｘ６４サイズ以下の３２
ｘ３２，１６ｘ１６，８ｘ８，４ｘ４サイズの変換単位にそれぞれ変換を行って符号化し
た後、原本との誤差が最小である変換単位が選択される。
【０３１３】
　図１５は、本発明の一実施形態による、深度別符号化情報を図示している。
【０３１４】
　一実施形態によるビデオ符号化装置１００の出力部１３０は、符号化モードについての
情報として、それぞれの符号化深度の符号化単位ごとに、パーティションタイプについて
の情報８００、予測モードについての情報８１０、変換単位サイズに係わる情報８２０を
符号化して伝送することができる。
【０３１５】
　パーティションタイプに係わる情報８００は、現在符号化単位の予測符号化のためのデ
ータ単位として、現在符号化単位の予測単位が分割されたパーティションのタイプに係わ
る情報を示す。例えば、サイズ２Ｎｘ２Ｎの現在符号化単位ＣＵ＿０は、サイズ２Ｎｘ２
Ｎのパーティション８０２、サイズ２ＮｘＮのパーティション８０４、サイズＮｘ２Ｎの
パーティション８０６、サイズＮｘＮのパーティション８０８のうちいずれの１つのタイ
プに分割されて利用される。その場合、現在符号化単位のパーティションタイプについて
の情報８００は、サイズ２Ｎｘ２Ｎのパーティション８０２、サイズ２ＮｘＮのパーティ
ション８０４、サイズＮｘ２Ｎのパーティション８０６及びサイズＮｘＮのパーティショ
ン８０８のうち一つを示すように設定される。
【０３１６】
　予測モードについての情報８１０は、それぞれのパーティションの予測モードを示す。
例えば、予測モードについての情報８１０を介して、パーティションタイプについての情
報８００が示すパーティションが、イントラモード８１２、インターモード８１４及びス
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キップモード８１６のうちいずれか一つで予測符号化が行われるかということが設定され
る。
【０３１７】
　また、変換単位サイズについての情報８２０は、現在符号化単位をいかなる変換単位を
基に変換を行うかということを示す。例えば、変換単位は、第１イントラ変換単位サイズ
８２２、第２イントラ変換単位サイズ８２４、第１インター変換単位サイズ８２６、第２
インター変換単位サイズ８２８のうち一つである。
【０３１８】
　一実施形態によるビデオ復号化装置２００の映像データ及び符号化情報抽出部２１０は
、それぞれの深度別符号化単位ごとに、パーティションタイプについての情報８００、予
測モードについての情報８１０、変換単位サイズに係わる情報８２０を抽出し、復号化に
利用することができる。
【０３１９】
　図１６は、本発明の一実施形態による深度別符号化単位を図示している。
【０３２０】
　深度の変化を示すために分割情報が利用される。分割情報は、現在深度の符号化単位が
下位深度の符号化単位に分割されるか否かということを示す。
【０３２１】
　深度０及び２Ｎ＿０ｘ２Ｎ＿０サイズの符号化単位９００の予測符号化のための予測単
位９１０は、２Ｎ＿０ｘ２Ｎ＿０サイズのパーティションタイプ９１２、２Ｎ＿０ｘＮ＿
０サイズのパーティションタイプ９１４、Ｎ＿０ｘ２Ｎ＿０サイズのパーティションタイ
プ９１６、Ｎ＿０ｘＮ＿０サイズのパーティションタイプ９１８を含んでもよい。予測単
位が対称的な比率に分割されたパーティション９１２，９１４，９１６，９１８だけが例
示されているが、前述のように、パーティションタイプは、それらに限定されるものでは
なく、非対称的パーティション、任意的形態のパーティション、幾何学的形態のパーティ
ションなどを含んでもよい。
【０３２２】
　パーティションタイプごとに、１つの２Ｎ＿０ｘ２Ｎ＿０サイズのパーティション、２
つの２Ｎ＿０ｘＮ＿０サイズのパーティション、２つのＮ＿０ｘ２Ｎ＿０サイズのパーテ
ィション、４つのＮ＿０ｘＮ＿０サイズのパーティションごとに、反復して予測符号化が
行われなければならない。サイズ２Ｎ＿０ｘ２Ｎ＿０、サイズＮ＿０ｘ２Ｎ＿０、サイズ
２Ｎ＿０ｘＮ＿０及びサイズＮ＿０ｘＮ＿０のパーティションについては、イントラモー
ド及びインターモードで予測符号化が行われる。スキップモードは、サイズ２Ｎ＿０ｘ２
Ｎ＿０のパーティションについてのみ予測符号化が行われる。
【０３２３】
　サイズ２Ｎ＿０ｘ２Ｎ＿０，２Ｎ＿０ｘＮ＿０及びＮ＿０ｘ２Ｎ＿０のパーティション
タイプ９１２，９１４，９１６のうち一つによる符号化誤差が最小であれば、それ以上下
位深度に分割する必要はない。
【０３２４】
　サイズＮ＿０ｘＮ＿０のパーティションタイプ９１８による符号化誤差が最小であれば
、深度０を１に変更しながら分割し（９２０）、深度２及びサイズＮ＿０ｘＮ＿０のパー
ティションタイプの符号化単位９３０に対して反復して符号化を行い、最小符号化誤差を
検索していく。
【０３２５】
　深度１及びサイズ２Ｎ＿１ｘ２Ｎ＿１（＝Ｎ＿０ｘＮ＿０）の符号化単位９３０の予測
符号化のための予測単位９４０は、サイズ２Ｎ＿１ｘ２Ｎ＿１のパーティションタイプ９
４２、サイズ２Ｎ＿１ｘＮ＿１のパーティションタイプ９４４、サイズＮ＿１ｘ２Ｎ＿１
のパーティションタイプ９４６、サイズＮ＿１ｘＮ＿１のパーティションタイプ９４８を
含んでもよい。
【０３２６】
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　また、サイズＮ＿１ｘＮ＿１のパーティションタイプ９４８による符号化誤差が最小で
あれば、深度１を深度２に変更しながら分割し（９５０）、深度２及びサイズＮ＿２ｘＮ
＿２の符号化単位９６０に対して反復して符号化を行い、最小符号化誤差を検索していく
。
【０３２７】
　最大深度がｄである場合、深度別符号化単位は、深度ｄ－１になるまで設定され、分割
情報は、深度ｄ－２まで設定される。すなわち、深度ｄ－２から分割され（９７０）、深
度ｄ－１まで符号化が行われる場合、深度ｄ－１及びサイズ２Ｎ＿（ｄ－１）ｘ２Ｎ＿（
ｄ－１）の符号化単位９８０の予測符号化のための予測単位９９０は、サイズ２Ｎ＿（ｄ
－１）ｘ２Ｎ＿（ｄ－１）のパーティションタイプ９９２、サイズ２Ｎ＿（ｄ－１）ｘＮ
＿（ｄ－１）のパーティションタイプ９９４、サイズＮ＿（ｄ－１）ｘ２Ｎ＿（ｄ－１）
のパーティションタイプ９９６、サイズＮ＿（ｄ－１）ｘＮ＿（ｄ－１）のパーティショ
ンタイプ９９８を含んでもよい。
【０３２８】
　パーティションタイプにおいて、１つのサイズ２Ｎ＿（ｄ－１）ｘ２Ｎ＿（ｄ－１）の
パーティション、２つのサイズ２Ｎ＿（ｄ－１）ｘＮ＿（ｄ－１）のパーティション、２
つのサイズＮ＿（ｄ－１）ｘ２Ｎ＿（ｄ－１）のパーティション、４つのサイズＮ＿（ｄ
－１）ｘＮ＿（ｄ－１）のパーティションごとに反復して予測符号化を介した符号化が行
われ、最小符号化誤差が生じるパーティションタイプが検索される。
【０３２９】
　サイズＮ＿（ｄ－１）ｘＮ＿（ｄ－１）のパーティションタイプ９９８による符号化誤
差が最小であるとしても、最大深度がｄであるので、深度ｄ－１の符号化単位ＣＵ＿（ｄ
－１）は、それ以上下位深度への分割過程を経ず、現在最大符号化単位９００に係わる符
号化深度が深度ｄ－１に決定され、パーティションタイプは、Ｎ＿（ｄ－１）ｘＮ＿（ｄ
－１）に決定される。また、最大深度がｄであるので、深度ｄ－１の符号化単位９８０に
対して、分割情報が設定されない。
【０３３０】
　データ単位９９９は、現在最大符号化単位に係わる「最小単位」と称される。一実施形
態による最小単位は、最下位符号化深度である最小符号化単位が４分割された大きさの正
方形のデータ単位でもある。そのような反復的符号化過程を介して、一実施形態によるビ
デオ符号化装置１００は、符号化単位９００の深度別符号化誤差を比較し、最小の符号化
誤差が生じる深度を選択し、符号化深度を決定し、当該パーティションタイプ及び予測モ
ードが符号化深度の符号化モードとして設定される。
【０３３１】
　かように、深度０，１，…，ｄ－１，ｄの全ての深度別最小符号化誤差を比較し、誤差
が最小である深度が選択され、符号化深度として決定される。符号化深度、予測単位のパ
ーティションタイプ及び予測モードは、符号化モードについての情報として符号化されて
伝送される。また、深度０から符号化深度に至るまで、符号化単位が分割されなければな
らないので、符号化深度の分割情報だけが「０」に設定され、符号化深度を除いた深度別
分割情報は、「１」に設定されなければならない。
【０３３２】
　一実施形態によるビデオ復号化装置２００の映像データ及び符号化情報抽出部２２０は
、符号化単位９００に係わる符号化深度及び予測単位についての情報を抽出し、符号化単
位９１２を復号化するのに利用することができる。一実施形態によるビデオ復号化装置２
００は、深度別分割情報を利用して、分割情報が「０」である深度を符号化深度として把
握して当該深度に係わる符号化モードについての情報を利用して、復号化に利用すること
ができる。
【０３３３】
　図１７、図１８及び図１９は、本発明の一実施形態による、符号化単位、予測単位及び
変換単位の関係を図示している。
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【０３３４】
　符号化単位１０１０は、最大符号化単位について、一実施形態によるビデオ符号化装置
１００が決定した符号化深度別符号化単位である。予測単位１０６０は、符号化単位１０
１０において、それぞれの符号化深度別符号化単位の予測単位のパーティションであり、
変換単位１０７０は、それぞれの符号化深度別符号化単位の変換単位である。
【０３３５】
　深度別符号化単位１０１０は、最大符号化単位の深度が０であるとすれば、符号化単位
１０１２，１０５４は、深度が１、符号化単位１０１４，１０１６，１０１８，１０２８
，１０５０，１０５２は、深度が２、符号化単位１０２０，１０２２，１０２４，１０２
６，１０３０，１０３２，１０４８は、深度が３、符号化単位１０４０，１０４２，１０
４４，１０４６は、深度が４である。
【０３３６】
　予測単位１０６０において、一部パーティション１０１４，１０１６，１０２２，１０
３２，１０４８，１０５０，１０５２，１０５４は、符号化単位が分割された形態である
。すなわち、パーティション１０１４，１０２２，１０５０，１０５４は、２ＮｘＮのパ
ーティションタイプであり、パーティション１０１６，１０４８，１０５２は、Ｎｘ２Ｎ
のパーティションタイプであり、パーティション１０３２は、ＮｘＮのパーティションタ
イプである。深度別符号化単位１０１０の予測単位及びパーティションは、それぞれの符
号化単位より小さいか、あるいはそれと同じである。
【０３３７】
　変換単位１０７０において、一部変換単位１０５２の映像データについては、符号化単
位に比べ、小サイズのデータ単位に変換または逆変換が行われる。また、変換単位１０１
４，１０１６，１０２２，１０３２，１０４８，１０５０，１０５２，１０５４は、予測
単位１０６０において、当該予測単位及びパーティションと比較すれば、互いに異なる大
きさまたは形態のデータ単位である。すなわち、一実施形態によるビデオ符号化装置１０
０、及び一実施形態に他のビデオ復号化装置２００は、同一符号化単位に係わるイントラ
予測／動き推定／動き補償作業、及び変換／逆変換作業であるとしても、それぞれ別個の
データ単位を基に遂行することができる。
【０３３８】
　それにより、最大符号化単位ごとに、領域別に、階層的な構造の符号化単位ごとに、再
帰的に符号化が行われ、最適符号化単位が決定されることにより、再帰的ツリー構造によ
る符号化単位が構成される。符号化情報は、符号化単位に係わる分割情報、パーティショ
ンタイプ情報、予測モード情報、変換単位サイズ情報を含んでもよい。下記表１は、一実
施形態によるビデオ符号化装置１００、及び一実施形態によるビデオ復号化装置２００に
おいて設定することができる一例を示している。
【０３３９】
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【表１】

　一実施形態によるビデオ符号化装置１００の出力部１３０は、ツリー構造による符号化
単位に係わる符号化情報を出力し、一実施形態によるビデオ復号化装置２００の符号化情
報抽出部２２０は、受信されたビットストリームから、ツリー構造による符号化単位に係
わる符号化情報を抽出することができる。
【０３４０】
　分割情報は、現在符号化単位が下位深度の符号化単位に分割されるか否かということを
示す。現在深度ｄの分割情報が０であるならば、現在符号化単位が下位符号化単位にそれ
以上分割されない深度が、符号化深度であるので、符号化深度について、パーティション
タイプ情報、予測モード、変換単位サイズ情報が定義される。分割情報により、１段階さ
らに分割されなければならない場合には、分割された４つの下位深度の符号化単位ごとに
、独立して符号化が行われなければならない。
【０３４１】
　予測モードは、イントラモード、インターモード及びスキップモードのうち一つで示す
。イントラモード及びインターモードは、全てのパーティションタイプで定義され、スキ
ップモードは、パーティションタイプ２Ｎｘ２Ｎでのみ定義される。
【０３４２】
　パーティションタイプ情報は、予測単位の高さまたは幅が対称的な比率に分割された対
称的パーティションタイプ２Ｎｘ２Ｎ，２ＮｘＮ，Ｎｘ２Ｎ及びＮｘＮと、非対称的な比
率に分割された非対称的パーティションタイプ２ＮｘｎＵ，２ＮｘｎＤ，ｎＬｘ２Ｎ，ｎ
Ｒｘ２Ｎを示す。非対称的パーティションタイプ２ＮｘｎＵ及び２ＮｘｎＤは、それぞれ
高さが１：３及び３：１に分割された形態であり、非対称的パーティションタイプｎＬｘ
２Ｎ及びｎＲｘ２Ｎは、それぞれ幅が１：３及び３：１に分割された形態を示す。
【０３４３】
　変換単位サイズは、イントラモードで二種の大きさ、インターモードで二種の大きさに
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設定される。すなわち、変換単位分割情報が０であるならば、変換単位の大きさは、現在
符号化単位のサイズ２Ｎｘ２Ｎに設定される。変換単位分割情報が１であるならば、現在
符号化単位が分割された大きさの変換単位が設定される。また、サイズ２Ｎｘ２Ｎである
現在符号化単位に係わるパーティションタイプが対称形パーティションタイプであるなら
ば、変換単位の大きさは、ＮｘＮに、非対称形パーティションタイプであるならば、Ｎ／
２ｘＮ／２に設定される。
【０３４４】
　一実施形態によるツリー構造による符号化単位の符号化情報は、符号化深度の符号化単
位、予測単位及び最小単位単位のうち少なくとも一つに対して割り当てられる。符号化深
度の符号化単位は、同一符号化情報を保有している予測単位及び最小単位を一つ以上含ん
でもよい。
【０３４５】
　従って、隣接したデータ単位同士それぞれ保有している符号化情報を確認すれば、同一
符号化深度の符号化単位に含まれるか否かということが確認される。また、データ単位が
保有している符号化情報を利用すれば、当該符号化深度の符号化単位を確認することがで
きるので、最大符号化単位内の符号化深度の分布が類推される。
【０３４６】
　従って、その場合、現在符号化単位が、周辺データ単位を参照して予測する場合、現在
符号化単位に隣接する深度別符号化単位内のデータ単位の符号化情報が直接参照されて利
用される。
【０３４７】
　他の実施形態で、現在符号化単位が周辺符号化単位を参照して予測符号化が行われる場
合、隣接する深度別符号化単位の符号化情報を利用して、深度別符号化単位内で、現在符
号化単位に隣接するデータが検索されることにより、周辺符号化単位が参照される。
【０３４８】
　図２０は、表１の符号化モード情報による符号化単位、予測単位及び変換単位の関係を
図示している。
【０３４９】
　最大符号化単位１３００は、符号化深度の符号化単位１３０２，１３０４，１３０６，
１３１２，１３１４，１３１６，１３１８を含む。そのうち１つの符号化単位１３１８は
、符号化深度の符号化単位であるので、分割情報が０に設定される。サイズ２Ｎｘ２Ｎの
符号化単位１３１８のパーティションタイプ情報は、パーティションタイプ２Ｎｘ２Ｎ　
１３２２，２ＮｘＮ　１３２４，Ｎｘ２Ｎ　１３２６，ＮｘＮ　１３２８，２ＮｘｎＵ　
１３３２，２ＮｘｎＤ　１３３４、ｎＬｘ２Ｎ　１３３６及びｎＲｘ２Ｎ　１３３８のう
ち一つに設定される。
【０３５０】
　変換単位分割情報（ＴＵ　size　flag）は、変換インデックスの一種であり、変換イン
デックスに対応する変換単位の大きさは、符号化単位の予測単位タイプまたはパーティシ
ョンタイプによって変更される。
【０３５１】
　例えば、パーティションタイプ情報が、対称形パーティションタイプ２Ｎｘ２Ｎ　１３
２２，２ＮｘＮ　１３２４，Ｎｘ２Ｎ　１３２６及びＮｘＮ　１３２８のうち一つに設定
されている場合、変換単位分割情報が０であるならば、サイズ２Ｎｘ２Ｎの変換単位１３
４２が設定され、変換単位分割情報が１であるならば、サイズＮｘＮの変換単位１３４４
が設定される。
【０３５２】
　パーティションタイプ情報が非対称形パーティションタイプ２ＮｘｎＵ　１３３２，２
ＮｘｎＤ　１３３４，ｎＬｘ２Ｎ　１３３６及びｎＲｘ２Ｎ　１３３８のうち一つに設定
された場合、変換単位分割情報（ＴＵ　size　flag）が０であるならば、サイズ２Ｎｘ２
Ｎの変換単位１３５２が設定され、変換単位分割情報が１であるならば、サイズＮ／２ｘ
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Ｎ／２の変換単位１３５４が設定される。
【０３５３】
　図２０を参照して説明した変換単位分割情報（ＴＵ　size　flag）は、０または１の値
を有するフラグであるが、一実施形態による変換単位分割情報は、１ビットのフラグに限
定されるものではなく、設定によって、０，１，２，３，…などで増加させて変換単位が
階層的に分割される。変換単位分割情報は、変換インデックスの一実施形態として利用さ
れてもよい。
【０３５４】
　その場合、一実施形態による変換単位分割情報を、変換単位の最大サイズ、変換単位の
最小サイズと共に利用すれば、実際に利用された変換単位の大きさが表現される。一実施
形態によるビデオ符号化装置１００は、最大変換単位サイズ情報、最小変換単位サイズ情
報及び最大変換単位分割情報を符号化することができる。符号化された最大変換単位サイ
ズ情報、最小変換単位サイズ情報及び最大変換単位分割情報は、ＳＰＳ（sequence　para
meter　set）に挿入される。一実施形態によるビデオ復号化装置２００は、最大変換単位
サイズ情報、最小変換単位サイズ情報及び最大変換単位分割情報を利用して、ビデオ復号
化に利用することができる。
【０３５５】
　例えば、（ａ）現在符号化単位がサイズ６４ｘ６４であり、最大変換単位サイズが３２
ｘ３２であるならば、（ａ－１）変換単位分割情報が０であるとき、変換単位の大きさは
、３２ｘ３２に、（ａ－２）変換単位分割情報が１であるとき、変換単位の大きさは、１
６ｘ１６に、（ａ－３）変換単位分割情報が２であるとき、変換単位の大きさは、８ｘ８
に設定される。
【０３５６】
　他の例として、（ｂ）現在符号化単位がサイズ３２ｘ３２であり、最小変換単位サイズ
は３２ｘ３２であるならば、（ｂ－１）変換単位分割情報が０であるとき、変換単位の大
きさが３２ｘ３２に設定され、変換単位の大きさは、３２ｘ３２より小さいことがないの
で、それ以上の変換単位分割情報が設定されることがない。
【０３５７】
　さらに他の例として、（ｃ）現在符号化単位がサイズ６４ｘ６４であり、最大変換単位
分割情報が１であるならば、変換単位分割情報は、０または１であり、他の変換単位分割
情報が設定されることがない。
【０３５８】
　従って、最大変換単位分割情報を「ＭａｘTransformSizeIndex」と、最小変換単位サイ
ズを「ＭｉｎTransformSize」と、変換単位分割情報が０である場合の変換単位サイズを
「RootTuSize」と定義するとき、現在符号化単位で可能な最小変換単位サイズ「Ｃｕｒｒ
ＭｉｎTuSize」は、下記数式（１）のように定義される。
【０３５９】
　　ＣｕｒｒＭｉｎTuSize
　　＝ｍａｘ（ＭｉｎTransformSize，RootTuSize／（２＾ＭａｘTransformSizeIndex）
）　　　（１）
　現在符号化単位で可能な最小変換単位サイズ「ＣｕｒｒＭｉｎTuSize」と比較し、変換
単位分割情報が０である場合の変換単位サイズである「RootTuSize」は、システム上採択
可能な最大変換単位サイズを示す。すなわち、数式（１）によれば、「RootTuSize／（２
＾ＭａｘTransformSizeIndex）」は、変換単位分割情報が０である場合の変換単位サイズ
である「RootTuSize」を最大変換単位分割情報に相応する回数ほど分割した変換単位サイ
ズであり、「ＭｉｎTransformSize」は、最小変換単位サイズであるので、それらのうち
小さい値が、現在現在符号化単位で可能な最小変換単位サイズ「ＣｕｒｒＭｉｎTuSize」
でもある。
【０３６０】
　一実施形態による最大変換単位サイズ「RootTuSize」は、予測モードによって異なりう
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る。
【０３６１】
　例えば、現在予測モードがインターモードであるならば、「RootTuSize」は、下記数式
（２）によって決定される。数式（２で「ＭａｘTransformSize」は、最大変換単位サイ
ズを、「ＰＵSize」は、現在予測単位サイズを示す。
【０３６２】
　　RootTuSize＝ｍｉｎ（ＭａｘTransformSize，ＰＵSize）　　　（２）
　すなわち、現在予測モードがインターモードであるならば、変換単位分割情報が０であ
る場合の変換単位サイズである「RootTuSize」は、最大変換単位サイズ及び現在予測単位
サイズのうち小さい値として設定される。
【０３６３】
　現在パーティション単位の予測モードがイントラモードであるならば、「RootTuSize」
は、下記数式（３）によって決定される。「PartitionSize」は、現在パーティション単
位の大きさを示す。
【０３６４】
　　RootTuSize＝ｍｉｎ（ＭａｘTransformSize，PartitionSize）　　　（３）
　すなわち、現在予測モードがイントラモードであるならば、変換単位分割情報が０であ
る場合の変換単位サイズである「RootTuSize」は、最大変換単位サイズ及び現在パーティ
ション単位サイズのうち小さい値でもって設定される。
【０３６５】
　ただし、パーティション単位の予測モードによって変動する一実施形態による現在最大
変換単位サイズ「RootTuSize」は、一実施形態であるのみ、現在最大変換単位サイズを決
定する要因は、それらに限定されるものではないということに留意しなければならない。
【０３６６】
　図８ないし２０を参照して説明したツリー構造の符号化単位に基づいたビデオ符号化技
法により、ツリー構造の符号化単位ごとに、空間領域の映像データが符号化され、ツリー
構造の符号化単位に基づいたビデオ復号化技法によって、最大符号化単位ごとに、復号化
が行われながら、空間領域の映像データが復元され、ピクチャ及びピクチャシーケンスで
あるビデオが復元される。復元されたビデオは、再生装置によって再生されるか、記録媒
体に保存されるか、あるいはネットワークを介して伝送される。
【０３６７】
　また、ピクチャごとに、スライスごとに、最大符号化単位ごとに、ツリー構造による符
号化単位ごとに、符号化単位の予測単位ごとに、または符号化単位の変換単位ごとに、オ
フセットパラメータがシグナリングされる。一例として、最大符号化単位ごとに受信され
たオフセットパラメータに基づいて、復元されたオフセット値を利用して、最大符号化単
位の復元ピクセル値を調整することにより、原本ブロックとの誤差が最小化される最大符
号化単位が復元される。
【０３６８】
　なお、前述の本発明の実施形態は、コンピュータで実行されるプログラムに作成可能で
あり、コンピュータで読取り可能な記録媒体を利用して、前記プログラムを動作させる汎
用デジタルコンピュータで具現される。前記コンピュータで読取り可能な記録媒体は、マ
グネチック記録媒体（例えば、ＲＯＭ（read-only　memory）、フロッピー（登録商標）
ディスク、ハードディスクなど）、光学的判読媒体（例えば、ＣＤ（compact　disc）－
ＲＯＭ、ＤＶＤ（digital　versatile　disc）など）のような記録媒体を含む。
【０３６９】
　以上、本発明について、その望ましい実施形態を中心に説明した。本発明が属する技術
分野で当業者であるならば、本発明が、本発明の本質的な特性から外れない範囲で変形さ
れた形態に具現されるということを理解することができるであろう。従って、開示された
実施形態は、限定的な観点ではなく、説明的な観点から考慮されなければならない。本発
明の範囲は、前述の説明ではなく、特許請求の範囲に示されており、それと同等な範囲内
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にある全ての差異は、本発明に含まれたものであると解釈されなければならないのである
。
【０３７０】
　説明の便宜のために、先の図１Ａないし図２０を参照して説明したサンプルオフセット
調整によるビデオ符号化方法は、「本発明のビデオ符号化方法」と称する。また、先の図
１Ａないし図２０を参照して説明したサンプルオフセット調整によるビデオ復号化方法は
、「本発明のビデオ復号化方法」と称する。
【０３７１】
　また、先の図１Ａないし図２０を参照して説明したビデオ符号化装置１０、ビデオ符号
化装置１００または映像符号化部４００で構成されたビデオ符号化装置は、「本発明のビ
デオ符号化装置」と称する。また、先の図２Ａないし図２０を参照して説明したビデオ復
号化装置２０、ビデオ復号化装置２００または映像復号化部５００によって構成されたビ
デオ復号化装置は、「本発明のビデオ復号化装置」と称する。
【０３７２】
　一実施形態によるプログラムが保存されるコンピュータで読取り可能な記録媒体が、デ
ィスク２６０００である実施形態について、以下で詳細に説明する。
【０３７３】
　図２１は、一実施形態によるプログラムが保存されたディスク２６０００の物理的構造
を例示している。記録媒体として説明されているディスク２６０００は、ハードドライブ
、ＣＤ－ＲＯＭディスク、ブルーレイ（（登録商標）Blu-ray）ディスク、ＤＶＤディス
クでもある。ディスク２６０００は、多数の同心円のトラックＴｒにより構成され、トラ
ックは、円周方向に沿って、所定個数のセクタＳｅに分割される。前述の一実施形態によ
るプログラムを保存するディスク２６０００における特定領域に、前述の量子化パラメー
タ決定方法、ビデオ符号化方法及びビデオ復号化方法を具現するためのプログラムが割り
当てられて保存される。
【０３７４】
　前述のビデオ符号化方法及びビデオ復号化方法を具現するためのプログラムを保存する
記録媒体を利用して達成されたコンピュータシステムについて、図２２を参照して以下で
説明する。
【０３７５】
　図２２は、ディスク２６０００を利用して、プログラムを記録して読み取るためのディ
スクドライブ２６８００を図示している。コンピュータ・システム２６７００は、ディス
クドライブ２６８００を利用して、本発明のビデオ符号化方法及びビデオ復号化方法のう
ち少なくとも一つを具現するためのプログラムを、ディスク２６０００に保存することが
できる。ディスク２６０００に保存されたプログラムを、コンピュータシステム２６７０
０上で実行するために、ディスクドライブ２６８００によって、ディスク２６０００から
プログラムが読み取られ、プログラムがコンピュータシステム２６７００に伝送される。
【０３７６】
　図２１及び図２２で例示したディスク２６０００だけではなく、メモリカード、ＲＯＭ
カセット、ＳＳＤ（solid　state　drive）にも、本発明のビデオ符号化方法及びビデオ
復号化方法のうち少なくとも一つを具現するためのプログラムが保存される。
【０３７７】
　前述の実施形態によるビデオ符号化方法及びビデオ復号化方法が適用されたシステムに
ついて以下で説明する。
【０３７８】
　図２３は、コンテンツ流通サービス（content　distribution　service）を提供するた
めのコンテンツ供給システム（content　supply　system）１１０００の全体的構造を図
示している。通信システムのサービス領域は、所定サイズのセルに分割され、各セルに、
ベースステーションになる無線基地局１１７００，１１８００，１１９００，１２０００
が設けられる。



(48) JP 5893754 B2 2016.3.23

10

20

30

40

50

【０３７９】
　コンテンツ供給システム１１０００は、多数の独立デバイスを含む。例えば、コンピュ
ータ１２１００、ＰＤＡ（personal　digital　assistant）１２２００、ビデオカメラ１
２３００及び携帯電話１２５００のような独立デバイスが、インターネットサービス・プ
ロバイダ１１２００、通信網１１４００、及び無線基地局１１７００，１１８００，１１
９００，１２０００を経て、インターネット１１１００に連結される。
【０３８０】
　しかし、コンテンツ供給システム１１０００は、図２３に図示された構造にのみ限定さ
れるものではなく、デバイスが選択的に連結される。独立デバイスは、無線基地局１１７
００，１１８００，１１９００，１２０００を経ず、通信網１１４００に直接連結されも
する。
【０３８１】
　ビデオカメラ１２３００は、デジタルビデオカメラのように、ビデオ映像を撮影するこ
とができる撮像デバイスである。携帯電話１２５００は、ＰＤＣ（personal　digital　c
ommunications）、ＣＤＭＡ（code　division　multiple　access）、Ｗ－ＣＤＭＡ（wid
eband　code　division　multiple　access）、ＧＳＭ（（登録商標）global　system　f
or　mobile　communications）及びＰＨＳ（personal　handyphone　system）の各方式の
ような多様なプロトコルのうち少なくとも１つの通信方式を採択することができる。
【０３８２】
　ビデオカメラ１２３００は、無線基地局１１９００及び通信網１１４００を経て、スト
リーミングサーバ１１３００に連結される。ストリーミングサーバ１１３００は、ユーザ
がビデオカメラ１２３００を使用して伝送したコンテンツを、リアルタイム放送でストリ
ーミング伝送することができる。ビデオカメラ１２３００から受信されたコンテンツは、
ビデオカメラ１２３００またはストリーミングサーバ１１３００によって符号化される。
ビデオカメラ１２３００で撮影されたビデオデータは、コンピュータ１２１００を経て、
ストリーミングサーバ１１３００に伝送される。
【０３８３】
　カメラ１２６００で撮影されたビデオデータもコ、ンピュータ１２１００を経て、スト
リーミングサーバ１１３００に伝送される。カメラ１２６００は、デジタルカメラのよう
に、静止映像とビデオ映像とをいずれも撮影することができる撮像装置である。カメラ１
２６００から受信されたビデオデータは、カメラ１２６００またはコンピュータ１２１０
０によって符号化される。ビデオ符号化及びビデオ復号化のためのソフトウェアは、コン
ピュータ１２１００がアクセスすることができるＣＤ－ＲＯＭディスク、フロッピー（登
録商標）ディスク、ハードディスクドライブ、ＳＳＤ、メモリカードのようなコンピュー
タで読取り可能な記録媒体に保存される。
【０３８４】
　また、携帯電話１２５００に搭載されたカメラによってビデオが撮影された場合、ビデ
オデータが、携帯電話１２５００から受信される。
【０３８５】
　ビデオデータは、ビデオカメラ１２３００、携帯電話１２５００またはカメラ１２６０
０に搭載されたＬＳＩ（large　scale　integrated　circuit）システムによって符号化
される。
【０３８６】
　一実施形態によるコンテンツ供給システム１１０００で、例えば、コンサートの現場録
画コンテンツのように、ユーザが、ビデオカメラ１２３００、カメラ１２６００、携帯電
話１２５００または他の撮像デバイスを利用して録画されたコンテンツが符号化され、ス
トリーミングサーバ１１３００に伝送される。ストリーミングサーバ１１３００は、コン
テンツデータを要請した他のクライアントに、コンテンツデータをストリーミング伝送す
ることができる。
【０３８７】
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　クライアントは、符号化されたコンテンツデータを復号化することができるデバイスで
あり、例えば、コンピュータ１２１００、ＰＤＡ　１２２００、ビデオカメラ１２３００
または携帯電話１２５００でもある。従って、コンテンツ供給システム１１０００は、ク
ライアントをして、符号化されたコンテンツデータを受信して再生させる。また、コンテ
ンツ供給システム１１０００は、クライアントをして、符号化されたコンテンツデータを
受信してリアルタイムに復号化して再生させ、個人放送（personal　broadcasting）を可
能にさせる。
【０３８８】
　コンテンツ供給システム１１０００に含まれた独立デバイスの符号化動作及び復号化動
作に、本発明のビデオ符号化装置及びビデオ復号化装置が適用される。
【０３８９】
　図２４及び図２５を参照し、コンテンツ供給システム１１０００における携帯電話１２
５００の一実施形態について詳細に以下で説明する。
【０３９０】
　図２４は、一実施形態による本発明のビデオ符号化方法及びビデオ復号化方法が適用さ
れる携帯電話１２５００の外部構造を図示している。携帯電話１２５００は、機能が制限
されておらず、応用プログラムを介して、相当部分の機能を変更したり、あるいは拡張し
たりすることができるスマートフォンでもある。
【０３９１】
　携帯電話１２５００は、無線基地局１２０００とＲＦ（radio　frequency）信号を交換
するための内蔵アンテナ１２５１０を含み、カメラ１２５３０によって撮影された映像、
またはアンテナ１２５１０によって受信されて復号化された映像をディスプレイするため
のＬＣＤ（liquid　crystal　display）画面、ＯＬＥＤ（organic　light　emitting　di
odes）画面のようなディスプレイ画面１２５２０を含む。スマートフォン１２５１０は、
制御ボタン、タッチパネルを含む動作パネル１２５４０を含む。ディスプレイ画面１２５
２０がタッチスクリーンである場合、動作パネル１２５４０は、ディスプレイ画面１２５
２０のタッチ感知パネルをさらに含む。スマートフォン１２５１０は、音声、音響を出力
するためのスピーカ１２５８０、または他の形態の音響出力部；及び音声、音響が入力さ
れるマイクロフォン１２５５０、または他の形態の音響入力部；を含む。スマートフォン
１２５１０は、ビデオ及び静止映像を撮影するためのＣＣＤ（charge　coupled　device
）カメラのようなカメラ１２５３０をさらに含む。また、スマートフォン１２５１０は、
カメラ１２５３０によって撮影されたり、電子メール（Ｅ－mail）でもって受信されたり
、あるいは他の形態で獲得されたりするビデオや静止映像のように、符号化されるか復号
化されたデータを保存するための記録媒体１２５７０；及び記録媒体１２５７０を携帯電
話１２５００に装着するためのスロット１２５６０；を含んでもよい。記録媒体１２５７
０は、ＳＤカード、またはプラスチックケースに内蔵されたＥＥＰＲＯＭ（electrically
　erasable　and　programmable　read　only　memory）のような他の形態のフラッシュ
メモリでもある。
【０３９２】
　図２５は、携帯電話１２５００の内部構造を図示している。ディスプレイ画面１２５２
０及び動作パネル１２５４０で構成された携帯電話１２５００の各パートを組織的に制御
するために、電力供給回路１２７００、動作入力制御部１２６４０、映像符号化部１２７
２０、カメラ・インターフェース１２６３０、ＬＣＤ制御部１２６２０、映像復号化部１
２６９０、マルチプレクサ／デマルチプレクサ（ＭＵＸ（multiplexer）／ＤＥＭＵＸ（d
emultiplexer））１２６８０、記録／判読部１２６７０、変調／復調（modulation/demod
ulation）部１２６６０及び音響処理部１２６５０が、同期化バス１２７３０を介して中
央制御部１２７１０に連結される。
【０３９３】
　ユーザが電源ボタンを動作させ、「電源オフ」状態から「電源オン」状態に設定すれば
、電力供給回路１２７００は、バッテリパックから携帯電話１２５００の各パートに電力
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を供給することにより、携帯電話１２５００が動作モードにセッティングされる。
【０３９４】
　中央制御部１２７１０は、ＣＰＵ（central　processing　unit）、ＲＯＭ及びＲＡＭ
（random-access　memory）を含む。
【０３９５】
　携帯電話１２５００が外部に通信データを送信する過程では、中央制御部１２７１０の
制御によって、携帯電話１２５００でデジタル信号が生成される、例えば、音響処理部１
２６５０では、デジタル音響信号が生成され、映像符号化部１２７２０では、デジタル映
像信号が生成され、動作パネル１２５４０及び動作入力制御部１２６４０を介して、メッ
セージのテキストデータが生成される。中央制御部１２７１０の制御によって、デジタル
信号が変調／復調部１２６６０に伝達されれば、変調／復調部１２６６０は、デジタル信
号の周波数帯域を変調し、通信回路１２６１０は、帯域変調されたデジタル音響信号に対
して、Ｄ／Ａ変換（digital-analog　conversion）処理及び周波数変換（frequency　con
version）処理を行う。通信回路１２６１０から出力された送信信号は、アンテナ１２５
１０を介して、音声通信基地局または無線基地局１２０００に送出される。
【０３９６】
　例えば、携帯電話１２５００が通話モードであるとき、マイクロフォン１２５５０によ
って獲得された音響信号は、中央制御部１２７１０の制御によって、音響処理部１２６５
０でデジタル音響信号に変換される。生成されたデジタル音響信号は、変調／復調部１２
６６０及び通信回路１２６１０を経て、送信信号に変換され、アンテナ１２５１０を介し
て送出される。
【０３９７】
　データ通信モードで、電子メールのようなテキストメッセージが伝送される場合、動作
パネル１２５４０を利用して、メッセージのテキストデータが入力され、テキストデータ
が、動作入力制御部１２６４０を介して中央制御部１２６１０に伝送される。中央制御部
１２６１０の制御により、テキストデータは、変調／復調部１２６６０及び通信回路１２
６１０を介して送信信号に変換され、アンテナ１２５１０を介して、無線基地局１２００
０に送出される。
【０３９８】
　データ通信モードで映像データを伝送するために、カメラ１２５３０によって撮影され
た映像データが、カメラ・インターフェース１２６３０を介して、映像符号化部１２７２
０に提供される。カメラ１２５３０によって撮影された映像データは、カメラ・インター
フェース１２６３０及びＬＣＤ制御部１２６２０を介して、ディスプレイ画面１２５２０
に直ちにディスプレイされる。
【０３９９】
　映像符号化部１２７２０の構造は、前述の本発明のビデオ符号化装置の構造と相応する
。映像符号化部１２７２０は、カメラ１２５３０から提供された映像データを、前述の本
発明のビデオ符号化方式によって符号化し、圧縮符号化された映像データに変換して、符
号化された映像データを、多重化／逆多重化部１２６８０に出力することができる。カメ
ラ１２５３０の録画中、携帯電話１２５００のマイクロフォン１２５５０によって獲得さ
れた音響信号も、音響処理部１２６５０を経て、デジタル音響データに変換され、デジタ
ル音響データは、多重化／逆多重化部１２６８０に伝達される。
【０４００】
　多重化／逆多重化部（ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ）１２６８０は、音響処理部１２６５０から
提供された音響データと共に、映像符号化部１２７２０から提供された符号化された映像
データを多重化する。多重化されたデータは、変調／復調部１２６６０及び通信回路１２
６１０を介して送信信号に変換され、アンテナ１２５１０を介して送出される。
【０４０１】
　携帯電話１２５００が外部から通信データを受信する過程では、アンテナ１２５１０を
介して受信された信号を、周波数復元（frequency　recovery）及びＡ／Ｄ変換（analog-
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digital　conversion）処理を介して、デジタル信号を変換する。変調／復調部１２６６
０は、デジタル信号の周波数帯域を復調する。帯域復調されたデジタル信号は、種類によ
って、ビデオ復号化部１２６９０、音響処理部１２６５０またはＬＣＤ制御部１２６２０
に伝達される。
【０４０２】
　携帯電話１２５００は、通話モードであるとき、アンテナ１２５１０を介して受信され
た信号を増幅し、周波数変換及びＡ／Ｄ変換処理を介して、デジタル音響信号を生成する
。受信されたデジタル音響信号は、中央制御部１２７１０の制御によって、変調／復調部
１２６６０及び音響処理部１２６５０を経て、アナログ音響信号に変換され、アナログ音
響信号が、スピーカ１２５８０を介して出力される。
【０４０３】
　データ通信モードでイ、ンターネットのウェブサイトからアクセスされたビデオファイ
ルのデータが受信される場合、アンテナ１２５１０を介して、無線基地局１２０００から
受信された信号は、変調／復調部１２６６０の処理結果として多重化されたデータを出力
し、多重化されたデータは、多重化／逆多重化部１２６８０に伝達させる。
【０４０４】
　アンテナ１２５１０を介して受信した多重化されたデータを復号化するために、多重化
／逆多重化部１２６８０は、多重化されたデータを逆多重化し、符号化されたビデオデー
タストリームと、符号化されたオーディオデータストリームとを分離する。同期化バス１
２７３０により、符号化されたビデオデータストリームは、ビデオ復号化部１２６９０に
提供され、符号化されたオーディオデータストリームは、音響処理部１２６５０に提供さ
れる。
【０４０５】
　映像復号化部１２６９０の構造は、前述の本発明のビデオ復号化装置の構造と相応する
。映像復号化部１２６９０は、前述の本発明のビデオ復号化方法を利用して、符号化され
たビデオデータを復号化し、復元されたビデオデータを生成し、復元されたビデオデータ
をＬＣＤ制御部１２６２０を経て、ディスプレイ画面１２５２０に復元されたビデオデー
タを提供することができる。
【０４０６】
　それにより、インターネットのウェブサイトからアクセスされたビデオファイルのビデ
オデータが、ディスプレイ画面１２５２０にディスプレイされる。それと同時に、音響処
理部１２６５０も、オーディオデータをアナログ音響信号に変換し、アナログ音響信号を
スピーカ１２５８０に提供することができる。それにより、インターネットのウェブサイ
トからアクセスされたビデオファイルに含まれたオーディオデータも、スピーカ１２５８
０で再生される。
【０４０７】
　携帯電話１２５００または他の形態の通信端末機は、本発明のビデオ符号化装置及びビ
デオ復号化装置をいずれも含む送受信端末機であるか、前述の本発明のビデオ符号化装置
のみを含む送信端末機であるか、あるいは本発明のビデオ復号化装置のみを含む受信端末
機でもある。
【０４０８】
　本発明の通信システムは、図２４及び図２５を参照して説明した構造に限定されるもの
ではない。例えば、図２６は、本発明による通信システムが適用されたデジタル放送シス
テムを図示している。図２６の一実施形態によるデジタル放送システムは、本発明のビデ
オ符号化装置及びビデオ復号化装置を利用して、衛星ネットワークまたは地上波ネットワ
ークを介して伝送されるデジタル放送を受信することができる。
【０４０９】
　具体的に見れば、放送局１２８９０は、電波を介して、ビデオデータストリームを通信
衛星または放送衛星１２９００に伝送する。放送衛星１２９００は、放送信号を伝送し、
放送信号は、家庭にあるアンテナ１２８６０によって、衛星放送受信機に受信される。各
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家庭で、符号化されたビデオストリームは、ＴＶ受信機（ＴＶ）１２８１０、セットトッ
プボックス（set-top　box）１２８７０または他のデバイスによって復号化されて再生さ
れる。
【０４１０】
　再生装置１２８３０において、本発明のビデオ復号化装置が具現されることにより、再
生装置１２８３０が、ディスク及びメモリカードのような記録媒体１２８２０に記録され
た符号化されたビデオストリームを読み取って復号化することができる。それにより、復
元されたビデオ信号は、例えば、モニタ１２８４０で再生される。
【０４１１】
　衛星／地上波放送のためのアンテナ１２８６０、またはケーブルＴＶ受信のためのケー
ブルアンテナ１２８５０に連結されたセットトップボックス１２８７０にも、本発明のビ
デオ復号化装置が搭載される。セットトップボックス１２８７０の出力データも、ＴＶモ
ニタ１２８８０で再生される。
【０４１２】
　他の例として、セットトップボックス１２８７０の代わりに、ＴＶ受信機１２８１０自
体に、本発明のビデオ復号化装置が搭載される。
【０４１３】
　適切なアンテナ１２９１０を具備した自動車１２９２０が、衛星１２８００または無線
基地局１１７００から送出される信号を受信することもできる。自動車１２９２０に搭載
された自動車ナビゲーションシステム１２９３０のディスプレイ画面に、復号化されたビ
デオが再生される。
【０４１４】
　ビデオ信号は、本発明のビデオ符号化装置によって符号化され、記録媒体に記録されて
保存される。具体的に見れば、ＤＶＤレコーダによって、映像信号がＤＶＤディスク１２
９６０に保存されるか、あるいはハードディスクレコーダ１２９５０によって、ハードデ
ィスクに映像信号が保存される。他の例として、ビデオ信号は、ＳＤカード１２９７０に
保存される。ハードディスクレコーダ１２９５０が、一実施形態による本発明のビデオ復
号化装置を具備すれば、ＤＶＤディスク１２９６０、ＳＤカード１２９７０または他の形
態の記録媒体に記録されたビデオ信号が、モニタ１２８８０で再生される。
【０４１５】
　自動車ナビゲーションシステム１２９３０は、図２５のカメラ１２５３０、カメラ・イ
ンターフェース１２６３０及び映像符号化部１２７２０を含まないこともある。例えば、
コンピュータ１２１００（図２３）及びＴＶ受信機１２８１０も、図２５のカメラ１２５
３０、カメラ・インターフェース１２６３０及び映像符号化部１２７２０を含まないこと
もある。
【０４１６】
　図２７は、本発明の一実施形態による、ビデオ符号化装置及びビデオ復号化装置を利用
するクラウドコンピューティング・システムのネットワーク構造を図示している。
【０４１７】
　本発明のクラウドコンピューティング・システムは、クラウドコンピュータサーバ１４
０００、ユーザＤＢ（database）１４１００、コンピューティング資源１４２００及びユ
ーザ端末機を含んでなる。
【０４１８】
　クラウドコンピューティング・システムは、ユーザ端末機の要請によって、インターネ
ットのような情報通信網を介して、コンピューティング資源のオンデマンド・アウトソー
シングサービスを提供する。クラウドコンピューティング環境で、サービスプロバイダは
、互いに異なる物理的な位置に存在するデータセンタのコンピューティング資源を仮想化
技術で統合し、ユーザが必要とするサービスを提供する。サービスユーザは、アプリケー
ション（application）、ストレージ（storage）、運用体制（ＯＳ）、保安（security）
などのコンピューティング資源を、各ユーザ所有の端末にインストールして使用するので
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はなく、仮想化技術を介して生成された仮想空間上のサービスを、所望する時点で所望す
るほど選んで使用することができる。
特定サービスユーザのユーザ端末機は、インターネット及び移動通信網を含む情報通信網
を介して、クラウドコンピューティングサーバ１４０００に接続する。ユーザ端末機は、
クラウドコンピューティングサーバ１４０００から、クラウドコンピューティングサービ
ス、特に、動画再生サービスを提供される。ユーザ端末機は、デストトップＰＣ（person
al　computer）１４３００、スマートＴＶ（television）１４４００、スマートフォン１
４５００、ノート型パソコン１４６００、ＰＭＰ（portable　multimedia　player）１４
７００、タブレットＰＣ　１４８００など、インターネット接続が可能な全ての電子機器
にもなる。
【０４１９】
　クラウドコンピューティングサーバ１４０００は、クラウド網に分散している多数のコ
ンピューティング資源１４２００を統合し、ユーザ端末機に提供することができる。多数
のコンピューティング資源１４２００は、さまざまなデータサービスを含み、ユーザ端末
機からアップロードされたデータを含んでもよい。かように、クラウドコンピューティン
グサーバ１４０００は、多くのところに分散している動画データベースを仮想化技術で統
合し、ユーザ端末機が要求するサービスを提供する。
【０４２０】
　ユーザＤＢ　１４１００には、クラウドコンピューティングサービスに加入しているユ
ーザ情報が保存される。ここで、ユーザ情報は、ログイン情報；及び住所、氏名など個人
信用情報；を含んでもよい。また、ユーザ情報は、動画のインデックス（index）を含ん
でもよい。ここで、インデックスは、再生を完了した動画リスト、再生中である動画リス
ト、及び再生中の動画の停止時点などを含んでもよい。
【０４２１】
　ユーザＤＢ　１４１００に保存された動画に係わる情報は、ユーザデバイス間に共有さ
れる。従って、例えば、ノート型パソコン１４６００から再生要請され、ノート型パソコ
ン１４６００に所定動画サービスを提供した場合、ユーザＤＢ　１４１００に、所定動画
サービスの再生ヒストリーが保存される。スマートフォン１４５００から、同一動画サー
ビスの再生要請が受信される場合、クラウドコンピューティングサーバ１４０００は、ユ
ーザＤＢ　１４１００を参照し、所定動画サービスを探して再生する。スマートフォン１
４５００が、クラウドコンピューティングサーバ１４０００を介して動画データストリー
ムを受信する場合、動画データストリームを復号化してビデオを再生する動作は、先の図
２４及び図２５を参照して説明した携帯電話１２５００の動作と類似している。
【０４２２】
　クラウドコンピューティングサーバ１４０００は、ユーザＤＢ　１４１００に保存され
た所定動画サービスの再生ヒストリーを参照することもできる。例えば、クラウドコンピ
ューティングサーバ１４０００は、ユーザ端末機から、ユーザＤＢ　１４１００に保存さ
れた動画に係わる再生要請を受信する。動画が、それ以前に再生中であったならば、クラ
ウドコンピューティングサーバ１４０００は、ユーザ端末機からの選択により、始めから
再生するか、あるいは以前の停止時点から再生するかということによってストリーミング
方法が変わる。例えば、ユーザ端末機が、始めから再生するように要請した場合には、ク
ラウドコンピューティングサーバ１４０００は、ユーザ端末機に当該動画を、最初のフレ
ームからストリーミング伝送する。一方、端末機が、以前の停止時点から続けて再生する
ように要請した場合には、クラウドコンピューティングサーバ１４０００は、ユーザ端末
機に当該動画を、停止時点のフレームからストリーミング伝送する。
【０４２３】
　そのとき、ユーザ端末機は、図１Ａないし図２０を参照して説明した本発明のビデオ復
号化装置を含んでもよい。他の例として、ユーザ端末機は、図１Ａないし図２０を参照し
て説明した本発明のビデオ符号化装置を含んでもよい。また、ユーザ端末機は、図１Ａな
いし図２０を参照して説明した本発明のビデオ符号化装置及びビデオ復号化装置をいずれ
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【０４２４】
　図１Ａないし図２０を参照して前述の本発明のビデオ符号化方法及びビデオ復号化方法
、本発明のビデオ符号化装置及びビデオ復号化装置が活用される多様な実施形態について
、図２１ないし図２７において説明した。しかし、図１Ａないし図２０を参照して説明し
た本発明のビデオ符号化方法及びビデオ復号化方法が記録媒体に保存されたり、あるいは
本発明のビデオ符号化装置及びビデオ復号化装置がデバイスで具現されたりする多様な実
施形態は、図２１ないし図２７の実施形態に限定されるものではない。
【０４２５】
　以上、本発明について、その望ましい実施形態を中心に説明した。本発明が属する技術
分野で当業者であるならば、本発明が、本発明の本質的な特性から外れない範囲で変形さ
れた形態に具現されるということを理解することができるであろう。従って、開示された
実施形態は、限定的な観点ではなく、説明的な観点から考慮されなければならない。本発
明の範囲は、前述の説明ではなく、特許請求の範囲に示されており、それと同等な範囲内
にいる全ての差異は、本発明に含まれたものであると解釈されなければならないのである
。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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